
  

   

 

令和３年１１月定例会 

( 2 0 2 1 年)  

 

 

 

 

市議会議案参考資料 
 

（各常任委員会提出分） 
 

 

 

 

 

 

吹 田 市 





議案番号 部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

議案第83号 総 務 5 特定任期付職員の採用状況（政令指定都市を除く府内各市） 松 尾 塩 見

議案第83号 総 務 6 特定任期付職員の給与等に関する比較（府内中核市） 吉 瀬

議案第83号 総 務 7 顧問弁護士及び特定任期付職員（弁護士資格を有する者）の業務内容 塩 見

議案第85号 福 祉 9
吹田市立障害者支援交流センター指定管理者制度導入に係るあいほうぷ
家族会懇談会における意見等の概要について

五 十 川

議案第85号 福 祉 10 委託契約と指定管理の業務内容等の違いについて 五 十 川

議案第85号 福 祉 11～13
吹田市立障害者支援交流センター条例の一部改正に関する市民意見の概
要及び件数並びに市の考え方

小 北

議案第85号 福 祉 14～21
吹田市立障害者支援交流センター条例及び施行規則の一部改正の骨子案
に係る市民意見

玉 井

議案第89号 児 童 23～30 吹田市立岸部保育園民営化に伴う協定書の写し 五 十 川 玉 井

議案第89号 児 童 31 岸部保育園の民営化に係る計画策定から事業者決定までの経過 五 十 川

議案第89号 児 童 32 公立保育所民営化事業の経過（各園スケジュール） 五 十 川

議案第89号 児 童 33 岸部保育園民営化に伴う協定書の締結から解除に至るまでの経過 玉 井

議案第90号 学校教育 35 本和解条項案以前に提案された和解条項案の内容 馬 場

議案第92号 都市魅力 37 南山田市民ギャラリーの設置経緯 馬 場

議案第93号 都市魅力 38
近隣都市における文化施設の指定管理者制度導入状況一覧（大阪府内人
口20万人以上の市（政令指定市を除く）、尼崎市・西宮市）

馬 場 高 村

議案第93号 都市魅力 39
吹田市文化会館の指定管理状況（公募の有無、元市職員の役員等への就
任・再就職の状況）

高 村

議案第95号 環 境 41 近隣他市の類似施設における指定管理の現状 斎 藤

議案第95号 環 境 42～43 公益財団法人千里リサイクルプラザの指定管理状況 斎 藤

議案第95号 環 境 44～46
資源リサイクルセンターで現在実施している主な事業内容及び新規の事
業内容

山 根

議案第96号 都市計画 47 市営住宅管理に係る費用及び人員体制 斎 藤

議案第96号 都市計画 48 市営住宅管理業務として指定管理者に委託する業務一覧 益 田

議案第99号 健康医療 49～60
地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3 期(案)の対
照表

五 十 川

要求委員名
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議
案
第
８
３
号
参
考
資
料

総
務
部
人
事
室

特
定
任
期
付
職
員
の
採
用
状
況
（
政
令
指
定
都
市
を
除
く
府
内
各
市
）

令
和
３
年
（
2
0
2
1
年
）
1
0
月
１
日
現
在

団
体
名

人
数
（
人
）

職
種
等

職
務
内
容

1
児
童
相
談
員

児
童
相
談
業
務

1
弁
護
士

・
職
員
か
ら
の
法
律
相
談
に
対
す
る
助
言
及
び
指
導

・
訴
訟
、
措
置
要
求
、
審
査
請
求
等
の
争
訟
対
応

3
子
育
ち
支
援
監
、
危
機
管
理
監
、
教
育
監

重
要
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
の
課
題
解
決
等
に
係
る
調
整
担
当
業
務

1
防
災
官

防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
関
す
る
業
務

4
医
師

産
婦
人
科
診
療
業
務
・
病
理
学
的
検
査
業
務
、
健
診
・
外
科
診
療
等
業
務
、
健
診
業
務

1
看
護
師

看
護
・
地
域
医
療
連
携
業
務

1
危
機
管
理

・
災
害
時
、
危
機
事
象
に
お
け
る
自
衛
隊
と
の
連
絡
・
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

・
防
災
関
係
会
議
・
防
災
訓
練
等
に
お
け
る
指
導
・
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

・
市
長
・
危
機
管
理
監
の
意
思
決
定
の
補
佐
に
関
す
る
こ
と
。

・
土
砂
災
害
防
止
法
、
水
防
法
等
法
令
改
正
に
伴
う
諸
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

1
弁
護
士

・
庁
内
各
業
務
に
お
け
る
法
令
解
釈
等
に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応

・
条
例
、
規
則
等
の
制
定
等
に
お
け
る
法
制
上
の
支
援

・
訴
訟
・
不
服
申
立
て
事
案
へ
の
対
応

・
職
員
の
法
務
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
等
の
実
施

泉
佐
野
市

1
弁
護
士

法
務
事
案
全
般

1
弁
護
士

庁
内
各
業
務
に
お
け
る
法
律
相
談
及
び
指
導
　
等

1
保
健
師

保
健
師
の
保
健
活
動
の
総
合
調
整
及
び
推
進
に
関
す
る
業
務
　
等

1
管
理
監

市
長
・
副
市
長
等
の
補
佐
及
び
全
庁
的
な
関
係
部
局
間
の
総
合
調
整
　
等

2
窓
口
専
門
職
員

窓
口
業
務
に
係
る
更
な
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
及
び
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
課
題
抽
出
、
指
導
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
　
等

柏
原
市

1
弁
護
士

法
務
関
係
業
務

1
弁
護
士

法
令
解
釈
に
か
か
る
助
言
・
指
導
等

1
英
語
教
育
等
推
進

英
語
教
育
等
の
推
進

松
原
市

1
弁
護
士

・
訟
務
に
関
す
る
こ
と
。

・
文
書
及
び
法
規
に
関
す
る
こ
と
。

・
法
務
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
法
規
担
当
課
に
お
け
る
業
務

箕
面
市

4
医
師

医
療
全
般
（
小
児
科
・
泌
尿
器
科
・
外
科
・
放
射
線
科
）

四
條
畷
市

1
弁
護
士

・
条
例
、
規
則
等
の
制
定
等
に
お
け
る
法
制
上
の
支
援

・
行
政
不
服
審
査
法
等
へ
の
対
応

・
訴
訟
等
に
関
す
る
業
務

・
庁
内
の
各
業
務
に
お
け
る
法
律
相
談
及
び
法
務
に
関
す
る
実
務
支
援

・
職
員
の
法
務
能
力
向
上
の
た
め
の
職
員
研
修
の
実
施

交
野
市

1
弁
護
士

法
務
関
係
業
務

枚
方
市

茨
木
市

寝
屋
川
市

河
内
長
野
市

豊
中
市
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議
案
第
８
３
号
参
考
資
料

総
務
部
人
事
室

特
定
任
期
付
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
比
較
（
府
内
中
核
市
）

令
和
３
年
（
2
0
2
1
年
）
1
0
月
１
日
現
在

N
O

項
目

1
職
種
等

2
任
期

号
給

給
料
月
額

号
給

給
料
月
額

号
給

給
料
月
額

号
給

給
料
月
額

号
給

給
料
月
額

号
給

給
料
月
額

号
給

給
料
月
額

号
俸

給
料
月
額

1
3
7
5
,0
0
0
1

3
7
5
,0
0
0
1

3
7
5
,0
0
0
1

3
7
5
,0
0
0
1

3
7
5
,0
0
0
1

3
7
5
,0
0
0
1

3
7
5
,0
0
0
1

3
7
5
,0
0
0

2
4
2
2
,0
0
0
2

4
2
2
,0
0
0
2

4
2
2
,0
0
0
2

4
2
2
,0
0
0
2

4
2
2
,0
0
0
2

4
2
2
,0
0
0
2

4
2
2
,0
0
0
2

4
2
2
,0
0
0

3
4
7
2
,0
0
0
3

4
7
2
,0
0
0
3

4
7
2
,0
0
0
3

4
7
2
,0
0
0
3

4
7
2
,0
0
0
3

4
7
2
,0
0
0
3

4
7
2
,0
0
0
3

4
7
2
,0
0
0

4
5
3
3
,0
0
0
4

5
3
3
,0
0
0
4

5
3
3
,0
0
0
4

5
3
3
,0
0
0
4

5
3
3
,0
0
0
4

5
3
3
,0
0
0
4

5
3
3
,0
0
0
4

5
3
3
,0
0
0

5
6
0
8
,0
0
0
5

6
0
8
,0
0
0
5

6
0
8
,0
0
0

5
6
0
8
,0
0
0
5

6
0
8
,0
0
0
5

6
0
8
,0
0
0
5

6
0
8
,0
0
0

6
7
1
0
,0
0
0

6
7
1
0
,0
0
0
6

7
1
0
,0
0
0
6

7
1
0
,0
0
0
6

7
1
0
,0
0
0

7
8
3
0
,0
0
0
7

8
3
0
,0
0
0

7
8
3
0
,0
0
0

5
年
を
超
え
な
い
範
囲

地
域
手
当

通
勤
手
当

宿
直
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

期
末
手
当

退
職
手
当

特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当

特
殊
勤
務
手
当

退
職
手
当

退
職
手
当

期
末
手
当

寒
冷
地
手
当

特
殊
勤
務
手
当

特
殊
勤
務
手
当

特
地
勤
務
手
当

単
身
赴
任
手
当

宿
日
直
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

期
末
手
当

宿
日
直
手
当

宿
日
直
手
当

日
直
手
当

寒
冷
地
手
当

退
職
手
当

地
域
手
当

地
域
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当

特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当

退
職
手
当

特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当

期
末
手
当

特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当

期
末
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

退
職
手
当

退
職
手
当

期
末
手
当

特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当

退
職
手
当

特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当

期
末
手
当

地
域
手
当

単
身
赴
任
手
当

宿
直
手
当

通
勤
手
当

宿
日
直
手
当

特
殊
勤
務
手
当

特
殊
勤
務
手
当

特
殊
勤
務
手
当

通
勤
手
当

通
勤
手
当

特
殊
勤
務
手
当

4
職
員
手
当
等

研
究
員
調
整
手
当

地
域
手
当

単
身
赴
任
手
当

単
身
赴
任
手
当

3

特
定
任
期
付
職
員

〈
法
３
条
1
項
〉

給
料
表

（
単
位
：
円
）

地
域
手
当

地
域
手
当

通
勤
手
当

宿
日
直
手
当

通
勤
手
当

広
域
異
動
手
当

通
勤
手
当

日
直
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

期
末
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

地
域
手
当

特
殊
勤
務
手
当

宿
日
直
手
当

通
勤
手
当

（
参
考
）

国
豊
中
市

高
槻
市

吹
田
市
（
案
）

枚
方
市

八
尾
市

東
大
阪
市

寝
屋
川
市

―

5
年
を
超
え
な
い
範
囲

―
弁
護
士
、
保
健
師
、
管
理
監
、

窓
口
専
門
職
員

弁
護
士

5
年
を
超
え
な
い
範
囲

5
年
を
超
え
な
い
範
囲

5
年
を
超
え
な
い
範
囲

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理

士
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
等

5
年
を
超
え
な
い
範
囲

児
童
相
談
員
、
弁
護
士

5
年
を
超
え
な
い
範
囲

―

5
年
を
超
え
な
い
範
囲

子
育
ち
支
援
監
、
危
機
管
理

監
、
教
育
監
、
防
災
官
、
医

師
、
看
護
師

 6 



議
案
第
８
３
号
参
考
資
料

 

総
務

部
法

制
室
 

 

顧
問
弁
護
士
及
び
特
定
任
期
付
職
員
（
弁
護
士
資
格
を
有
す
る
者
）
の
業
務
内
容

 

 

 
顧
問
弁
護
士

 
特
定
任
期
付
職
員
（
弁
護
士
資
格
を
有
す
る
者
）

 

相
談
業
務

 
市
の
行
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
的
法
律
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
業
務

 

・
 
訴
訟
へ
の
発
展
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
重
大
な
事
案

 

・
 
市
の
専
属
で
は
な
い
た
め
、
相
談
ま
で
に
調
整
が
必
要

 

 ※
 
法
律
相
談
事
案
が
訴
訟
等
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、

相
談
を
行
っ
た
顧
問
弁
護
士
に
本
市
の
訴
訟
代
理
人
と
し
て
訴
訟

事
務
の
遂
行
を
委
任
し
て
い
ま
す
。

 

庁
内
の
法
律
相
談
の
支
援
・
指
導
に
関
す
る
業
務

 

・
 
顧
問
弁
護
士
の
相
談
に
至
ら
な
い
よ
う
な
事
案

 

・
 
常
勤
職
員
と
し
て
庁
内
に
配
置
す
る
た
め
、
各
室
課
か
ら
の
相

談
に
機
動
的
に
対
応
可
能

 

そ
の
他
の
業
務

 
 

⑴
 
法
務
能
力
の
向
上
の
た
め
の
職
員
向
け
研
修
に
関
す
る
業
務

 

⑵
 
組
織
全
体
の
法
務
力
の
強
化
の
た
め
の
新
た
な
制
度
の
導
入
に

関
す
る
業
務

 

⑶
 
そ
の
他
法
制
室
が
所
管
す
る
業
務
の
支
援
に
関
す
る
業
務
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議案第８５号参考資料 

福祉部 障がい福祉室 

 

吹田市立障害者支援交流センター指定管理者制度導入に係る 

あいほうぷ家族会懇談会における意見等の概要について 

 

開催日 ：令和３年（２０２１年）１１月１８日 

参加者数：あいほうぷ家族会 １３名 

     障がい福祉室    ２名 

 

項番 意見等の概要 

１ 
医療的ケアを必要とする方の受入れに重点を置くことによる、現

在の利用者における今後の対応。 

２ 
事業者が変わる場合に生じる人員確保や業務引継、支援内容等に

係る課題。 

３ 受入れが進み人数が増える場合に生じるスペースの課題。 

４ 指定管理者制度導入に伴う運営の営利目的化。 

５ 
利用者数が減少した場合に生じる、事業者の収入減に伴う人員不

足。 

６ 支援者が入れ替る場合に生じる利用者、家族への負担。 

７ 
出来高制の採用により生じる利用者が入院で通所できない場合

等における事業者の損失。 

 

 9 



議案第８５号参考資料　　

福祉部　障がい福祉室　　

委託契約と指定管理の業務内容等の違いについて

項番 現　　　　　　行 改　　正　　後

１ 市 市

２ 市 指定管理者

３ サービス提供者 受託事業者 指定管理者

４ 利用者候補の選定 市 市

５ 利用者登録 市 指定管理者

６ 利用日の決定 市 指定管理者

７ サービス提供者 受託事業者 指定管理者

８ 利用者登録 市 指定管理者

９ 利用者の決定 受託事業者 指定管理者

１０ 利用期間の決定 受託事業者 指定管理者

１１
生活介護及び短期入所の
サービス利用料金及び給
食費の決定

市
　　　　指定管理者
※料金の設定については市の承
認が必要

１２ 徴収
市

（使用料）
指定管理者
（利用料）

１３ 工事・修繕・設備点検等 市
　　　　指定管理者
※大規模修繕や１３０万円以上
の工事等は市が実施（予定）

１４ 消耗品・備品の購入 市
　　　　指定管理者
※１３０万円以上の備品購入は
市が実施（予定）

１５ 市 指定管理者

１６ 受託事業者 指定管理者

１７ 市
　　　　　　市
※事案によっては指定管理者へ
の求償が可能

項　　　　　　目

利用者等に対する損害賠償
責任

市民相互の交流を目的とした事業

貸館業務における施設及び特別な器
具の使用許可並びにそれらに係る許
可の取消し等

生活介護及び短期入所を行う
事業者として指定を受ける者

施設の設置者

生活介護

短期入所

利用料金

施設の
維持管理

 10 



議案第８５号参考資料 

福祉部障がい福祉室 

（ 1 ） 

吹田市立障害者支援交流センター条例の一部改正に関する 

市民意見の概要及び件数並びに市の考え方 
 

番号 意見の概要及び件数 市の考え方 

1 

・経費削減、人件費削減などにより

支援内容の低下や利用者の負担

が増えるため、指定管理者制度導

入には反対である。 

 

・あいほうぷに指定管理者制度は馴

染まない。 

合計 30件 

吹田市立障害者支援交流センター（以

下「あいほうぷ」といいます。）への指定

管理者制度導入は経費削減ではなく、今

後も増えていくことが見込まれる医療

的ケアを要する重度障がい者の受入れ

を促進していくことを目的としていま

す。 

2 

・指定管理者制度の導入でどう変わ

るのか、メリット・デメリットを

示して説明すべき。 

 

・市の責任放棄ではないのか、公的

責任を果たすべき。 

 

 合計 33件 

指定管理者制度導入のメリットは、医

療的ケアを要する重度障がい者の受入

れの促進や自主事業による施設の有効

活用などがあります。デメリットは、事

業者が変更となった場合に、引継ぎの負

担を利用者におかけすることと考えて

います。 

そのため、引継ぎを丁寧に行うととも

に、利用者の方や関係者には、指定管理

者制度導入の目的や進捗状況を適宜ご

説明するなどし不安感を払拭しながら

事業を進めます。 

 また、市の責務として、医療的ケアを

要する重度障がい者の日中活動の場の

確保に努めます。 

3 

 

・実績のある現委託事業者にこれま

で通り運営を任せて欲しい。  

 

 合計 23件 

 

 

指定管理者の選定にあたっては、学識

経験者等で構成される選定委員会によ

り、適切に支援が行える事業者を選定し

ます。 
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議案第８５号参考資料 

福祉部障がい福祉室 

（ 2 ） 

4 

 

・重度障がい者の受入れを保障する

こと。 

 

・現在の利用者の利用継続を保障す

ること。 

 

・質の高い人材を配置して支援内容

を向上させること。 

 

・事業者が変更となる場合は、支援

内容を低下させずに連続性と継

続性を確保すること。また、利用

者に負担を掛けないこと。 

 

 合計 24件 

 

・今後も、医療的ケアを要する重度障が

い者の受入れを行うとともに、現在の

利用者は引き続きご利用いただきま

す。 

また、利用者のご意見を伺いながら、

支援内容の充実に努めます。 

 

 

 

・仮に事業者が変更となる場合は、丁寧

な引継ぎを行います。 

5 

・障がい者の重症化が進む中、専門

職や必要な人材を配置して現在

の支援内容を維持していくには

市の財政的支援が必要。 

 

 合計 27件 

 指定管理者制度では生活介護事業及

び短期入所事業の事業者の収入は国の

介護報酬が基本となりますが、医療的ケ

アを要する重度障がい者の支援につい

ては、現在の国の介護報酬だけでは困難

と認識しています。 

6 

 

・施設が効率的に有効に活用できる

のであれば指定管理者制度は良

いこと。 

 

・公的資源として施設の一般開放拡

大を期待する。 

 

・医療的ケアを要する重度障がい者

が専門的な支援を受けることが

できるのであれば望ましい。 

 

・短期入所事業も含め、内容が充実

するのであれば賛成。 

 

 合計 11件 

 

 

 指定管理者制度導入のメリットの一

つとして、事業者の有する専門的な知

識・経験とあいほうぷの施設を活用した

自主事業が期待できます。 

 例えば、介護に関する研修を実施すれ

ば、介護人材の育成につながり、あいほ

うぷ利用者のみならず市内の障がい者

全体の福祉の向上につながるものと考

えています。 

 また、障がい者に関する情報を積極的

に発信するとともに、一般開放事業にお

いても幅広い市民の交流の場となるよ

う進めていきます。 

 

 医療的ケアを要する重度障がい者の

短期入所事業の必要性については認識

しており、引き続き確保に向けた方策を

検討します。 
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議案第８５号参考資料 

福祉部障がい福祉室 

（ 3 ） 

7 

・指定管理者制度になっても現状の

短期入所の利用条件が変わらな

いよう、利用できる回数が減るこ

とのないようにして欲しい。 

 

・医療的ケアを要する障がい者が利

用できるようにして欲しい。 

 

 合計 13件 

 指定管理者制度としたことによって

短期入所の利用回数への影響はないも

のと考えます。 

医療的ケアを要する重度障がい者の

短期入所利用については切実な課題と

認識しており、引き続き確保に向けた方

策を検討します。 

8 

・事業者選定は実績があって利用者

が安心できる事業者を選定して

欲しい。 

 

・事業者選定にあいほうぷの利用者

を参加させてほしい。 

 

 合計 5件 

指定管理者の選定にあたっては、学識

経験者等で構成される選定委員会によ

り、適切に支援が行える事業者を選定し

ます。 

9 

・指定管理者制度導入後もあいほう

ぷの利用者は市の責任でもって

決定して欲しい。 

 

 合計 5件 

 指定管理者制度導入の目的は医療的

ケアを要する重度障がい者の受入促進

であり、利用者の決定には市の意向を反

映するような仕組みを構築します。 

10 

骨子案以外の意見 

 

合計 12件 

意見募集案件の対象外の内容である

と判断しましたので、掲載は省略させて

いただきます。 

 御意見は、今後の施策の参考とさせて

いただきます。 
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議
案
第
８
５
号
参
考
資
料

福
祉
部
　
障
が
い
福
祉
室

吹
田
市
立
障
害
者
支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
施
行
規
則
の
一
部
改
正
の
骨
子
案
に
係
る
市
民
意
見

１
　
明
ら
か
に
否
定
的
な
意
見
【
30
件
】

主
な
意
見
（
概
要
）

・
指
定
管
理
者
制
度
は
、
重
度
障
が
い
者
施
設
に
は
合
わ
な
い
制
度
で
あ
る
。
業
務
委
託
で
継
続
し
て
ほ
し
い
。

【
他
１
件
】

・
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
そ
の
も
の
に
反
対
で
あ
る
。

【
他
1件

】
・
自
主
事
業
で
事
業
を
広
げ
た
り
、
資
金
を
少
し
で
も
集
め
る
と
い
う
の
は
反
対
。
現
在
の
利
用
者
を
丁
寧
に
指
導
す
る
、
シ
ョ
ー
ト
や
プ
ー
ル
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
第
一
。
自
主
事
業
を
広
げ
る
と
元
々
の

仕
事
、
や
り
方
が
手
抜
き
に
な
り
、
決
し
て
良
い
展
開
に
は
な
ら
な
い
。
自
主
事
業
の
優
先
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
で
は
な
い
。

【
他
１
件
】

・
利
用
者
支
援
に
お
い
て
も
金
銭
面
で
負
担
が
増
え
る
こ
と
で
、
出
来
な
く
な
る
こ
と
が
沢
山
あ
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

・
市
の
コ
ス
ト
削
減
の
意
図
を
強
く
感
じ
る
。

・
コ
ス
ト
削
減
を
福
祉
に
持
っ
て
く
る
の
は
お
か
し
い
と
思
う
。

・
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ
と
で
の
事
業
展
開
は
、
利
用
し
て
い
る
方
へ
の
不
利
益
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
そ
れ
を
公
的
な
力
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。

・
コ
ス
ト
削
減
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
は
、
必
ず
生
じ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
市
の
財
政
負
担
が
減
る
の
で
実
施
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

・
福
祉
職
員
、
看
護
職
員
が
不
足
す
る
状
況
で
、
あ
い
ほ
う
ぷ
は
特
に
重
度
の
利
用
者
が
多
く
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
一
人
一
人
へ
の
支
援
に
時
間
が
か
か
る
が
、
コ
ス
ト
削
減
と
な
る
と
、

今
後
の
ケ
ア
が
難
し
く
な
る
。

【
他
１
件
】

・
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
人
が
爆
発
的
に
増
え
、
看
護
師
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
が
、
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
る
と
、
今
後
の
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
利
用
者
の
健
康
と
生
命
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
。

【
他
１
件
】

・
PT
に
よ
る
歩
行
訓
練
等
の
他
、
OT
、
ST
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
が
あ
り
、
日
常
生
活
動
作
能
力
（
QO
L）

低
下
の
予
防
が
な
さ
れ
、
ま
た
多
種
多
様
々
な
医
療
的
ケ
ア
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

【
他
１
件
】

・
利
用
者
の
QO
Lを

下
げ
な
い
た
め
に
も
、
職
員
の
数
の
削
減
は
考
え
ら
れ
な
い
。

・
現
在
で
も
法
人
の
持
出
が
あ
り
、
赤
字
運
営
を
続
け
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
利
用
者
の
た
め
に
、
コ
ス
ト
削
減
は
考
え
な
い
で
ほ
し
い
。

　
経
費
削
減
、
人
件
費
削
減
な
ど
に
よ
り
支
援
内
容
の
低
下
や
利
用
者
の
負
担
が
増
え
る
た
め
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
吹
田
市
立
障
害
者
支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
あ
い
ほ
う
ぷ
」
と
い
い
ま
す
。
）
に
指
定
管
理
者
制
度
は
馴
染
ま
な
い
。

提
出
意
見
（
要
約
）

（
　
1　
）
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議
案
第
８
５
号
参
考
資
料

福
祉
部
　
障
が
い
福
祉
室

吹
田
市
立
障
害
者
支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
施
行
規
則
の
一
部
改
正
の
骨
子
案
に
係
る
市
民
意
見

・
誰
も
贅
沢
は
し
て
い
な
い
。
コ
ス
ト
削
減
が
進
む
と
職
員
が
減
り
利
用
者
へ
支
援
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
給
料
を
減
ら
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

【
他
１
件
】

・
入
浴
や
プ
ー
ル
、
様
々
な
行
事
等
、
非
常
に
幅
広
い
介
護
や
支
援
等
を
受
け
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
落
ち
な
い
か
不
安
で
あ
る
。

・
コ
ス
ト
削
減
に
よ
っ
て
利
用
者
や
家
族
、
今
後
利
用
す
る
方
に
負
担
、
不
利
益
が
生
じ
な
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
１
件
】

・
市
の
財
政
負
担
だ
け
が
減
り
、
利
用
者
や
事
業
者
に
負
担
が
強
い
ら
れ
る
構
図
で
、
納
得
い
か
な
い
。

・
経
管
栄
養
が
必
要
で
他
施
設
の
利
用
は
困
難
な
と
こ
ろ
、
あ
い
ほ
う
ぷ
で
は
支
援
が
手
厚
く
安
心
し
て
利
用
で
き
て
い
る
が
、
指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
よ
っ
て
利
用
者
へ
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
か
不
安
で
あ
る
。

・
利
用
料
の
大
幅
値
上
げ
を
し
な
い
で
ほ
し
い
。

【
他
１
件
】

・
介
護
者
で
あ
る
親
の
高
齢
化
に
よ
る
将
来
の
不
安
が
あ
る
中
、
指
定
管
理
者
制
度
移
行
の
問
題
で
、
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
さ
ら
に
不
安
が
強
く
な
る
。

２
　
市
の
姿
勢
や
説
明
責
任
を
問
う
意
見
【
33
件
】

・
文
書
が
わ
か
り
づ
ら
い
。
具
体
的
な
内
容
の
記
載
が
な
い
の
で
メ
リ
ッ
ト
が
わ
か
ら
な
い
。
も
う
少
し
具
体
的
な
例
を
出
し
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
、
図
解
す
る
な
ど
し
て
ほ
し
い
。
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

利
用
者
、
家
族
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
お
願
い
す
る
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
形
態
を
変
え
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の
か
を
き
ち
ん
と
利
用
者
、
利
用
者
家
族
、
職
員
、
市
民
に
解
る
よ
う
に
説
明
を
し
て

ほ
し
い
。

【
他
１
１
件
】

・
私
達
利
用
者
の
目
線
で
、
寄
り
添
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
。
利
用
者
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
を
基
本
に
考
え
る
べ
き
。
自
分
ら
し
く
選
択
の
自
由
を
も
っ
て
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
他
３
件
】

・
ど
こ
が
変
わ
る
の
か
、
ど
こ
が
良
く
な
る
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
。

・
な
ぜ
こ
の
時
期
な
の
か
。

・
現
場
を
見
ず
に
話
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
納
得
で
き
な
い
。

・
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
こ
の
時
期
に
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
を
進
め
る
の
は
理
解
で
き
か
ね
る
。

・
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
度
障
が
い
者
の
施
設
利
用
や
運
営
に
責
任
を
持
つ
仕
組
み
を
し
っ
か
り
示
し
て
ほ
し
い
。

・
医
療
的
ケ
ア
の
質
が
下
が
り
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
事
故
が
あ
っ
た
時
の
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

・
責
任
の
放
棄
で
あ
る
。
市
の
責
任
で
運
営
し
て
ほ
し
い
。
市
の
公
的
責
任
や
役
割
を
後
退
さ
せ
な
い
こ
と
。
利
益
優
先
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
民
間
に
丸
投
げ
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
自
治
体
と
し
て

責
任
を
持
っ
て
大
切
な
障
が
い
者
の
命
と
健
康
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

【
他
１
０
件
】

提
出
意
見
（
要
約
）

主
な
意
見
（
概
要
）

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
ど
う
変
わ
る
の
か
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
示
し
て
説
明
す
べ
き
。

　
市
の
責
任
放
棄
で
は
な
い
の
か
、
公
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

（
　
2　
）
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議
案
第
８
５
号
参
考
資
料

福
祉
部
　
障
が
い
福
祉
室

吹
田
市
立
障
害
者
支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
施
行
規
則
の
一
部
改
正
の
骨
子
案
に
係
る
市
民
意
見

３
　
現
状
通
り
の
運
営
を
望
む
意
見
【
23
件
】

・
介
助
者
の
交
替
な
ど
に
非
常
に
敏
感
で
不
安
が
強
く
、
慣
れ
親
し
む
ま
で
数
年
か
か
り
、
そ
の
間
に
体
調
不
良
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
運
営
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

【
他
１
件
】

・
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
者
の
サ
ー
ビ
ス
確
保
と
支
援
体
制
の
構
築
に
は
、
現
在
の
委
託
に
よ
る
方
が
好
ま
し
い
。

・
あ
い
ほ
う
ぷ
は
10
年
以
上
現
法
人
の
実
績
が
あ
る
の
で
こ
れ
ま
で
ど
お
り
任
せ
て
ほ
し
い
。

【
他
８
件
】

・
資
金
的
に
は
大
変
な
金
額
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
だ
け
う
ま
く
行
き
、
生
活
介
護
利
用
者
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
も
喜
ん
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
変
え
て
い
く
必
要
は
な
い
。
介
護
に
当

た
っ
て
は
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
が
最
も
大
事
で
あ
る
。
今
ま
で
の
利
用
者
と
の
か
か
わ
り
が
疎
か
に
な
る
様
な
改
正
に
反
対
す
る
。
現
況
を
維
持
し
て
ほ
し
い
。

【
他
６
件
】

・
現
法
人
に
委
ね
る
こ
と
で
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の
下
、
従
来
ど
お
り
、
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
重
度
障
が
い
者
の
日
中
活
動
を
、
安
全
に
、
楽
し
く
取
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

・
医
療
的
ケ
ア
を
要
し
、
常
時
寝
た
き
り
の
重
度
障
が
い
で
、
頻
繁
な
筋
緊
張
の
緩
和
ケ
ア
や
、
誤
嚥
予
防
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
ケ
ア
が
難
し
い
こ
と
か
ら
事
業
者
が
変
わ
る
こ
と
に
強
い
不
安
が
あ
る
。

・
経
管
栄
養
が
必
要
で
他
施
設
の
利
用
は
困
難
な
と
こ
ろ
、
あ
い
ほ
う
ぷ
で
は
支
援
が
手
厚
く
安
心
し
て
利
用
で
き
て
い
る
が
、
指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
よ
っ
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
で
き
る
の
か
不
安
で
あ
る
。

・
寝
て
い
る
の
を
見
守
る
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
困
る
。
慣
れ
て
い
な
い
人
に
よ
る
ケ
ア
は
心
配
で
通
所
さ
せ
が
た
い
。

主
な
意
見
（
概
要
）

　
実
績
の
あ
る
現
委
託
事
業
者
に
こ
れ
ま
で
通
り
運
営
を
任
せ
て
欲
し
い
。

提
出
意
見
（
要
約
）

（
　
3　
）
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議
案
第
８
５
号
参
考
資
料

福
祉
部
　
障
が
い
福
祉
室

吹
田
市
立
障
害
者
支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
施
行
規
則
の
一
部
改
正
の
骨
子
案
に
係
る
市
民
意
見

４
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
条
件
に
関
す
る
意
見
【
24
件
】

・
重
度
の
障
が
い
者
を
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に
受
入
れ
て
く
れ
る
保
証
を
し
て
ほ
し
い
。

【
他
３
件
】

・
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
者
の
受
入
れ
が
、
本
当
に
促
進
さ
れ
る
の
か
。
現
水
準
は
確
実
に
維
持
し
て
ほ
し
い
。

・
指
定
管
理
化
で
効
率
重
視
。
国
基
準
に
し
て
利
益
を
上
げ
る
の
が
目
的
と
な
る
。
安
心
・
安
全
を
第
一
に
、
現
状
利
用
し
て
い
る
重
度
障
が
い
者
が
疎
外
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
事
業
者
と
利
用
者
が
信
頼
関

係
を
築
き
保
て
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
他
３
件
】

・
あ
い
ほ
う
ぷ
へ
の
重
度
の
人
の
受
入
れ
が
進
め
ば
、
多
く
な
り
過
ぎ
て
対
象
か
ら
外
れ
る
人
は
ど
う
な
る
の
か
？
現
在
通
所
し
て
い
る
人
全
員
が
通
所
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
で
て
く
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
市
は
責

任
を
持
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

・
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
者
の
み
受
入
れ
て
行
く
の
か
、
今
ま
で
利
用
し
て
い
る
重
度
障
が
い
者
も
受
入
れ
ら
れ
る
の
か
明
確
で
は
な
い
た
め
、
不
安
で
あ
る
。

・
職
員
交
替
に
よ
っ
て
障
が
い
者
本
人
の
不
安
が
高
じ
る
。
引
継
ぎ
な
ど
は
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

・
利
用
者
へ
の
介
護
・
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性
、
連
続
性
を
保
ち
に
く
く
な
る
こ
と
が
心
配
で
あ
る
。

・
今
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
十
分
な
内
容
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
審
査
・
監
督
を
必
ず
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
心
の
こ
も
っ
た
ケ
ア
・
人
材
が
大
切
で
あ
る
。

・
ケ
ア
水
準
を
維
持
す
る
た
め
正
社
員
を
中
心
と
し
て
ほ
し
い
。

・
事
業
を
今
ま
で
以
上
に
維
持
充
実
の
方
向
へ
向
か
う
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

・
活
動
の
場
が
ほ
し
い
。
重
度
で
医
療
的
ケ
ア
が
多
く
、
寝
か
せ
て
ば
か
り
で
は
困
る
。

・
現
在
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
内
容
を
落
と
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
現
在
と
同
水
準
で
受
入
れ
し
て
ほ
し
い
。

・
事
業
所
が
変
わ
る
場
合
、
書
類
の
変
更
も
家
族
や
支
援
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
で
あ
る
。
そ
の
負
担
の
軽
減
も
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

・
介
護
で
大
変
な
状
況
の
上
、
今
ま
で
と
違
っ
た
環
境
と
な
る
よ
う
な
こ
と
に
は
絶
対
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
利
用
者
に
寄
り
添
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
。

【
他
１
件
】

　
重
度
障
が
い
者
の
受
入
れ
を
保
障
す
る
こ
と
。
現
在
の
利
用
者
の
利
用
継
続
を
保
障
す
る
こ
と
。

　
質
の
高
い
人
材
を
配
置
し
て
支
援
内
容
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

　
事
業
者
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、
支
援
内
容
を
低
下
さ
せ
ず
に
連
続
性
と
継
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
利
用
者
に
負
担
を
掛
け
な
い
こ
と
。

提
出
意
見
（
要
約
）

主
な
意
見
（
概
要
）

（
　
4　
）
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議
案
第
８
５
号
参
考
資
料

福
祉
部
　
障
が
い
福
祉
室

吹
田
市
立
障
害
者
支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
施
行
規
則
の
一
部
改
正
の
骨
子
案
に
係
る
市
民
意
見

５
　
市
の
財
政
的
支
援
が
必
要
と
の
意
見
【
27
件
】

・
開
所
当
時
の
平
成
13
年
に
比
べ
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
利
用
者
の
増
加
、
重
症
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
」
を
目
指
す
施
設
と
し
て
こ
れ
ま
で
と
同
等
の
コ
ス
ト
が
必
要
で
あ
る
。

・
障
が
い
者
福
祉
制
度
も
大
き
く
変
わ
り
措
置
制
度
か
ら
契
約
制
度
へ
と
移
行
す
る
中
で
、
吹
田
市
は
重
度
重
複
の
障
が
い
の
あ
る
市
民
へ
の
手
厚
い
支
援
を
、
国
の
基
準
を
超
え
、
他
市
か
ら
憧
れ
ら
れ
る
施
設
、
仕
組

み
を
作
っ
て
き
た
こ
と
、
３
億
円
も
か
か
っ
て
い
る
と
の
発
言
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
が
、
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
。

・
現
在
で
も
医
療
的
ケ
ア
の
人
の
受
入
れ
が
多
く
な
り
、
職
員
の
方
々
は
大
変
で
あ
る
。
財
政
面
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い
。

【
他
３
件
】

・
利
用
者
の
支
援
内
容
の
質
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
、
経
費
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。
看
護
職
の
配
置
を
減
ら
さ
ず
手
厚
く
看
護
を
受
け
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
他
２
件
】

・
安
心
・
安
全
と
な
る
保
障
を
維
持
す
る
た
め
、
財
政
面
で
は
現
状
維
持
を
求
め
る
。

・
こ
れ
ま
で
築
か
れ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し
、
ま
た
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
財
政
支
援
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

【
他
１
件
】

・
利
用
者
の
加
齢
に
よ
る
重
症
化
や
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
者
の
増
加
に
よ
り
、
支
援
の
継
続
に
は
同
等
の
コ
ス
ト
が
必
要
。

・
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
重
度
障
が
い
者
の
受
入
れ
を
多
く
す
る
な
ら
、
看
護
師
を
増
や
し
、
必
要
な
加
算
を
お
願
い
し
た
い
。

・
職
員
・
看
護
師
の
増
員
等
、
プ
ー
ル
等
の
施
設
利
用
の
維
持
に
つ
い
て
、
市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
し
で
は
出
来
な
い
。

【
他
２
件
】

・
こ
れ
ま
で
多
く
の
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
者
を
受
入
れ
て
き
た
。
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
支
援
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
管
理
運
営
方
法
や
財
政
面
を
し
っ
か
り
見
直
し
て
ほ
し
い
。

・
看
護
職
の
他
、
ST
・
PT
・
OT
に
よ
る
手
厚
い
介
護
・
指
導
で
安
心
で
き
る
。
経
費
削
減
に
よ
る
利
用
者
の
日
中
に
お
け
る
取
組
や
訓
練
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
心
配
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
財
政
面
で

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

【
他
２
件
】

・
安
心
し
て
入
浴
で
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
財
政
面
で
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

【
他
２
件
】

・
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
者
の
受
入
れ
推
進
に
は
、
市
の
先
導
性
と
、
い
わ
ゆ
る
上
乗
せ
横
出
し
と
い
っ
た
積
極
的
な
取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
手
法
等
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

・
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
事
業
者
が
自
由
に
運
営
で
き
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
指
定
管
理
者
に
は
委
託
事
業
時
よ
り
多
く
の
予
算
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

・
障
が
い
の
重
症
化
に
よ
り
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
者
に
つ
い
て
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
財
政
措
置
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

　
障
が
い
者
の
重
症
化
が
進
む
中
、
専
門
職
や
必
要
な
人
材
を
配
置
し
て
現
在
の
支
援
内
容
を
維
持
し
て
い
く
に
は
市
の
財
政
的
支
援
が
必
要
。

提
出
意
見
（
要
約
）

主
な
意
見
（
概
要
）

（
　
5　
）
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議
案
第
８
５
号
参
考
資
料

福
祉
部
　
障
が
い
福
祉
室

吹
田
市
立
障
害
者
支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
施
行
規
則
の
一
部
改
正
の
骨
子
案
に
係
る
市
民
意
見

６
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
肯
定
的
な
意
見
【
11
件
】

・
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
は
、
あ
い
ほ
う
ぷ
吹
田
の
社
会
資
源
と
し
て
よ
り
広
く
活
用
で
き
る
仕
組
み
の
一
つ
の
選
択
と
考
え
る
。
機
械
浴
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
調
理
実
習
室
な
ど
多
機
能
な
設
備
を
土
曜
日
、
日
曜

日
の
開
放
事
業
の
み
で
な
く
、
地
域
の
事
業
所
等
に
も
開
放
し
て
ほ
し
い
。

【
他
１
件
】

・
障
が
い
者
の
ヘ
ル
パ
ー
と
過
ご
す
立
ち
寄
り
の
場
が
あ
っ
て
も
良
い
。

・
プ
ー
ル
等
、
今
利
用
で
き
て
い
る
施
設
も
今
ま
で
同
様
支
援
し
て
ほ
し
い
。

【
他
１
件
】

・
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
誰
も
が
利
用
で
き
る
所
に
な
れ
ば
い
い
。

・
喫
茶
や
物
品
販
売
も
、
も
っ
と
広
げ
て
ほ
し
い
。

・
施
設
が
効
率
的
に
、
ま
た
有
効
に
活
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
の
は
良
い
こ
と
と
思
う
。

・
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
の
方
が
、
専
門
的
な
連
携
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
望
ま
し
い
こ
と
。

・
現
在
あ
い
ほ
う
ぷ
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
い
る
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
保
持
さ
れ
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
に
発
展
す
る
な
ら
ば
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
で
も
い
い
と
思
う
。

・
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
の
方
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
き
る
等
、
内
容
が
良
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
賛
成
。

　
施
設
が
効
率
的
に
有
効
に
活
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
指
定
管
理
者
制
度
は
良
い
こ
と
。
公
的
資
資
源
と
し
て
施
設
の
一
般
開
放
拡
大
を
期
待
す
る
。

　
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
重
度
障
が
い
者
が
専
門
的
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
望
ま
し
い
。

　
短
期
入
所
事
業
も
含
め
、
内
容
が
充
実
す
る
の
で
あ
れ
ば
賛
成
。

提
出
意
見
（
要
約
）

主
な
意
見
（
概
要
）

（
　
6　
）
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議
案
第
８
５
号
参
考
資
料

福
祉
部
　
障
が
い
福
祉
室

吹
田
市
立
障
害
者
支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
施
行
規
則
の
一
部
改
正
の
骨
子
案
に
係
る
市
民
意
見

７
　
短
期
入
所
事
業
に
関
す
る
意
見
【
13
件
】

・
利
用
条
件
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
他
２
件
】

・
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
方
の
増
加
に
伴
う
見
直
し
に
よ
り
、
現
在
の
利
用
者
の
利
用
回
数
が
減
少
す
る
こ
と
は
絶
対
避
け
て
ほ
し
い
。

・
本
当
に
シ
ョ
ー
ト
が
必
要
で
、
そ
の
場
所
が
減
少
す
る
こ
と
で
親
の
生
活
が
大
き
く
変
化
す
る
よ
う
な
人
が
多
く
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

・
利
用
者
が
多
い
が
、
管
理
が
吹
田
市
だ
か
ら
安
心
し
て
短
期
入
所
で
き
る
。

・
今
の
利
用
状
況
と
変
わ
ら
ず
、
医
療
的
ケ
ア
の
方
の
受
入
れ
が
増
加
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
吹
田
市
内
で
は
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
者
（
重
度
医
療
ケ
ア
者
）
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
な
く
、
他
市
施
設
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
親
の
高
齢
化
も
あ
り
負
担
が
大
き
く
、
重
度
医
療
ケ

ア
者
の
受
入
れ
も
し
て
ほ
し
い
。

【
他
３
件
】

・
増
床
し
て
ほ
し
い
。

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
重
度
医
ケ
ア
者
の
受
入
れ
が
で
き
る
よ
う
、
看
護
師
の
配
置
が
必
要
。

８
　
事
業
者
選
定
に
関
す
る
意
見
【
5件

】

・
新
し
い
事
業
者
を
決
め
る
会
議
に
は
、
必
ず
多
数
の
利
用
者
を
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
。
現
状
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
勝
手
に
決
め
て
ほ
し
く
な
い
。

【
他
2件

】

・
事
業
者
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
費
用
面
で
は
な
く
、
利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
事
業
者
を
選
ん
で
ほ
し
い
。

・
利
用
者
が
よ
り
重
症
化
し
て
い
る
の
で
、
実
績
の
あ
る
担
い
手
が
求
め
ら
れ
る
。

　
指
定
管
理
者
制
度
に
な
っ
て
も
現
状
の
利
用
条
件
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
利
用
で
き
る
回
数
が
減
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

　
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

提
出
意
見
（
要
約
）

主
な
意
見
（
概
要
）

　
事
業
者
選
定
は
実
績
が
あ
っ
て
利
用
者
が
安
心
で
き
る
事
業
者
を
選
定
し
て
欲
し
い
。

　
事
業
者
選
定
に
あ
い
ほ
う
ぷ
の
利
用
者
を
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
。

提
出
意
見
（
要
約
）

主
な
意
見
（
概
要
）

（
　
7　
）
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議
案
第
８
５
号
参
考
資
料

福
祉
部
　
障
が
い
福
祉
室

吹
田
市
立
障
害
者
支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
施
行
規
則
の
一
部
改
正
の
骨
子
案
に
係
る
市
民
意
見

９
　
あ
い
ほ
う
ぷ
の
利
用
者
の
決
定
に
関
す
る
意
見
【
5件

】

・
あ
い
ほ
う
ぷ
吹
田
の
利
用
に
あ
た
り
、
通
所
判
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
し
て
も
引
続
き
吹
田
市
が
責
任
を
も
ち
利
用
者
選
定
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。
利
用
者
の
選
定
等
に
も
責
任

を
持
っ
て
ほ
し
い
。

【
他
４
件
】

１
０
　
そ
の
他
の
意
見
【
12
件
】

・
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
度
障
が
い
者
の
方
の
通
所
先
が
ひ
っ
ぱ
く
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
事
業
所
の
怠
慢
で
は
な
く
物
理
的
に
受
け
皿
が
少
な
い
た
め
で
、
ま
ず
施
設
を
増
や
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
方
の
施
設
を
新
た
に
作
る
。

【
他
６
件
】

・
診
察
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
で
き
る
施
設
が
市
内
に
あ
れ
ば
助
か
る
。

・
吹
田
市
に
は
伝
統
あ
る
福
祉
の
吹
田
を
貫
き
通
し
、
た
と
え
ど
ん
な
重
い
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
自
分
ら
し
く
当
た
り
前
に
前
を
向
い
て
、
明
る
く
生
き
て
い
け
る
吹
田
市
に
し
て
ほ

し
い
。

・
こ
れ
か
ら
も
住
み
や
す
い
、
障
が
い
者
に
優
し
い
吹
田
市
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

・
行
政
の
優
先
調
達
と
し
て
、
ま
た
市
内
の
事
業
所
の
就
労
訓
練
の
場
と
し
て
、
「
働
く
場
事
業
団
」
へ
の
清
掃
業
務
委
託
は
続
け
て
ほ
し
い
。

【
他
１
件
】

提
出
意
見
（
要
約
）

提
出
意
見
（
要
約
）

主
な
意
見
（
概
要
）

　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
も
あ
い
ほ
う
ぷ
の
利
用
者
は
市
の
責
任
で
も
っ
て
決
定
し
て
欲
し
い
。

（
　
8　
）
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議案第89号参考資料

児童部子育て政策室

時期 内容

1 平成25年（2013年）９月３日
公立保育所民営化実施計画策定（岸部保育園を含む5園民営化、岸部保

育園民営化を平成30年（2018年）４月１日に決定）

2 平成27年（2015年）１月
事業を慎重に進めるため、移管時期を変更

岸部保育園民営化時期を平成31年（2019年）４月１日に延期

3 平成27年（2015年）８月６日
民営化の目的を整理し直し、移管時期を変更

岸部保育園民営化時期を平成32年（2020年）４月１日に延期

4 平成29年（2017年）３月
平成29年度（2017年度）予算案　市議会で可決

（民営化保育所移管先選定委員会関係予算（岸部保育園分）を含む）

5 平成29年（2017年）10月21日

民営化保育所移管先選定委員会開催

　岸部保育園移管先募集要領、移管先選定に係る審査項目及び

　審査方法、今後のスケジュールについて審議

6 平成29年（2017年）10月26日 岸部保育園移管先事業者の募集要領を公開

7 平成29年（2017年）11月12日
岸部保育園移管先事業者募集に関する事業者説明会及び岸部保育園見

学会を開催

8 平成29年（2017年）11月24日 岸部保育園移管先事業者の市内事業者応募締切日、相手方が応募

9 平成30年（2018年）２月８日 民営化保育所移管先選定委員会開催（実地調査）

10 平成30年（2018年）３月17日

民営化保育所移管先選定委員会開催（面接調査、最終審査、答申）

【審査項目】

　事業の目的・理念、社会福祉事業に関する知識・経験、

　運営の透明性・社会的信望、資金計画・経理状況、

　理念に基づく保育への取組、安全・管理、保健、

　食に関する取組、連携・支援体制、職員体制、その他

11 平成30年（2018年）３月19日 相手方を移管先事業者として決定

岸部保育園の民営化に係る計画策定から事業者決定までの経過
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議
案
第
8
9
号
参
考
資
料

児
童
部
子
育
て
政
策
室

南
保
育
園

吹
田
保
育
園

藤
白
台
保
育
園

西
山
田
保
育
園

岸
部
保
育
園

1
平
成
2
5
年
度
（
2
0
1
3
年
度
）

【
民
営
化
対
象
園
・
時
期
決
定
】

平
成
2
8
年
度
（
2
0
1
6
年
度
）

【
民
営
化
対
象
園
・
時
期
決
定
】

平
成
2
9
年
度
（
2
0
1
7
年
度
）

【
民
営
化
対
象
園
・
時
期
決
定
】

平
成
2
9
年
度
（
2
0
1
7
年
度
）

【
民
営
化
対
象
園
・
時
期
決
定
】

平
成
3
0
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）

【
民
営
化
対
象
園
・
時
期
決
定
】

平
成
3
0
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）

2
平
成
2
6
年
度
（
2
0
1
4
年
度
）

【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
2
9
年
度
（
2
0
1
7
年
度
）

【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
3
0
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）

【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
3
0
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）

【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
3
1
年
度
（
2
0
1
9
年
度
）

【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
3
1
年
度
（
2
0
1
9
年
度
）

【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
3
0
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）

移
管
先
選
定
委
員
会
設
置

4
平
成
2
8
年
度
（
2
0
1
6
年
度
）

移
管
先
決
定

三
者
懇
談
会
設
置

移
管
先
選
定
委
員
会
設
置

移
管
先
決
定

移
管
先
選
定
委
員
会
設
置

移
管
先
決
定

5
平
成
2
9
年
度
（
2
0
1
7
年
度
）

合
同
保
育

三
者
懇
談
会
設
置

三
者
懇
談
会
設
置

移
管
先
選
定
委
員
会
設
置

移
管
先
決
定

移
管
先
選
定
委
員
会
設
置

移
管
先
決
定

6
平
成
3
0
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）

民
営
化
、
引
継
ぎ
保
育

合
同
保
育

合
同
保
育

三
者
懇
談
会
設
置

三
者
懇
談
会
設
置

合
同
保
育

※
民
営
化
協
定
解
除

【
民
営
化
時
期
変
更
】

令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）

8
令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）

民
営
化
、
引
継
ぎ
保
育

移
管
先
選
定
委
員
会
設
置

移
管
先
決
定

9
令
和
3
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）

三
者
懇
談
会
設
置

1
0

令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）

合
同
保
育

1
1

令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）

民
営
化
、
引
継
ぎ
保
育

※
令
和
元
年
（
2
0
1
9
年
）
8
月
1
日
に
民
営
化
協
定
解
除

73
【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
3
1
年
度
（
2
0
1
9
年
度
）

【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
3
1
年
度
（
2
0
1
9
年
度
）

【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
3
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）

令
和
元
年
度
（
2
0
1
9
年
度
）

民
営
化
、
引
継
ぎ
保
育

民
営
化
、
引
継
ぎ
保
育

合
同
保
育

公
立
保
育
所
民
営
化
事
業
の
経
過
（
各
園
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

年
度

民
営
化
対
象
園

平
成
2
7
年
度
（
2
0
1
5
年
度
）

【
民
営
化
時
期
変
更
】

平
成
3
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）
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議案第89号参考資料

児童部子育て政策室

時期 内容

1 平成30年（2018年）３月30日（金） 吹田市立岸部保育園民営化に伴う協定書締結

2 平成30年（2018年）６月16日（土）
三者懇談会設置（市、相手方、保護者代表）

　年度末までに計３回開催

3 平成31年（2019年）４月１日（月） 合同保育開始

4 令和元年（2019年）６月28日（金）

相手方理事長、相手方運営園園長と面談

　入所要件についての協議時に

　相手方理事長「移管を受けることを取りやめたい」旨の発言

5 令和元年（2019年）７月１日（月） 相手方合同保育職員（園長予定者１名）登園中止

6 令和元年（2019年）７月４日（木）
相手方理事長と面談

　入所要件について・岸部保育園の民営化移管について

7 令和元年（2019年）７月５日（金） 保護者に７月６日開催予定の三者懇談会延期のお知らせ文書配付

8 令和元年（2019年）７月６日（土） 保護者会役員会で三者懇談会延期について説明

9 令和元年（2019年）７月８日（月） 保護者に三者懇談会開催延期のお詫び文書配付

10 令和元年（2019年）７月12日（金）
相手方理事長と面談　履行の依頼文書手交

　入所要件について・岸部保育園の民営化移管について

11 令和元年（2019年）７月18日（木）
相手方理事長と面談　履行の依頼文書手交

　入所要件について・岸部保育園の民営化移管について

12 令和元年（2019年）７月22日（月） 相手方合同保育職員（合同保育担当保育士２名）登園中止

13 同日 履行の依頼文書手交

14 令和元年（2019年）７月26日（金） 相手方から辞退届が提出される（郵送）

15 同日 催告書（催告書兼解除通知）手交

16 令和元年（2019年）７月30日（火） 保護者説明会で経過説明

17 令和元年（2019年）７月31日（水）
相手方理事長・理事と面談

　入所要件について・岸部保育園の民営化移管について

18 同日 履行がなされていないことを確認

19 令和元年（2019年）８月１日（木）
協定解除

解除通知書発送

岸部保育園民営化に伴う協定書の締結から解除に至るまでの経過
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( 1 ) 

議案第９０号参考資料 

学校教育部保健給食室 

 

本和解条項案以前に提案された和解条項案の内容 

 

１ 令和２年(２０２０年)１１月４日 和解を拒否した和解条項案 

⑴  被告は、原告に対し、本件和解金として１６０万円の支払義務があることを認

める。  

⑵  被告は、原告に対し、前項の金員を令和●年●月●日限り、下記の口座に振り

込む方法により支払う。振込手数料は、被告の負担とする。 

⑶  被告は、原告に対し、原告の中学校進学に際しての引継ぎが十分に行われなか

ったことを認め、今後、平成１３年１月２９日付文部科学省「室内空気中化学物

質の室内濃度指針値及び総揮発性有機化合物の室内濃度暫定目標値等について

（依頼）」（１２国ス学健第１号）をふまえた諸検討を行い、また、大阪府作成

の「子どもにも配慮したシックハウス対策マニュアル」を十分に活用して、児童

生徒に対する教育及び指導に関する教職員の研さんが行われるように努めること

を約束する。 

⑷  原告はその余の請求を放棄する。 

⑸  原告及び被告は、原告と被告との間には、本和解条項に定めるもののほかに何

らかの債権債務がないことを相互に確認する。 

⑹  訴訟費用は各自の負担とする。 

  

２ 令和３年(２０２１年)１０月２０日 和解を拒否した和解条項案 

   原告と被告は、本件の経緯や事案の内容を踏まえ、今後の同種事案の再発防止

を期し、以下のとおり和解する。 

(1)  被告は、原告に対し、今後、学校施設の設置及び管理において、平成１３年１

月２９日付け文部科学省「室内空気中化学物質の室内濃度指針値及び総揮発性有

機化合物の室内濃度暫定目標値等について（依頼）」（１２国ス学健第１号）の

趣旨を踏まえ、大阪府作成の「子どもにも配慮したシックハウス対策マニュア

ル」を十分に活用して、教職員の研鑽を含め同種事案の再発防止に努めることを

約束する。 

(2)  被告は、原告に対し、本件の解決金として２０万円の支払義務があることを認

める。 

(3)  被告は、原告に対し、前項の金員を令和３年●月●日限り、原告の指定する下

記口座に振り込む方法により支払う。ただし、振込手数料は被告の負担とする。 

(4)  原告はその余の請求を放棄する。 

(5)  原告及び被告は、原告と被告との間には、本和解条項に定めるもののほか、何

らの債権債務がないことを相互に確認する。 

 (6)  訴訟費用は各自の負担とする。 

 35 



 36 



 

（1） 

議案第 92号参考資料 

都市魅力部文化スポーツ推進室 

 

 

南山田市民ギャラリーの設置経緯 

 

 

１ 市民ギャラリー設置の考え方 

暮らしに身近な場で、市民が創作した美術作品を展示し、鑑賞する機会を提供する

ことにより、市民の美術に関する創作活動を促進し、もって市民文化の向上を図るこ

とを目的とし、平成１３年度（２００１年度）から、公共施設の壁面の活用等により、

市内全域へ地域市民ギャラリーの整備を進めていました。 

 

２ マンション寄附の経緯 

平成１４年（２００２年）８月２５日に南山田地域にマンションが新築され、平成

１５年（２００３年）３月３日に建築主の企業より、１階の１室をギャラリーなど市

民の交流や活動の場として寄附する旨の申込書を受領しました。 

平成１５年（２００３年）３月５日に寄附受諾し、行政財産としました。 

 

３ 寄附の年月日 

平成１５年（２００３年）３月５日（登記嘱託書の原因日） 

   ※平成１５年（２００３年）３月２５日に茨木法務局に所有権移転登記 

 

４ 南山田市民ギャラリー設置年月日 

  平成１６年（２００４年）７月１日オープン 

※指定管理者による管理 

延床面積：７０．５㎡（展示面積５４㎡） 
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議
案
第
9
3
号
参
考
資
料

都
市
魅
力
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

施
設
名
称

指
定
管
理
の
有
無

公
募
の
有
無

指
定
管
理
者
が

外
郭
団
体
か
否
か

管
理
者
の
変
更

吹
田
市

吹
田
市
文
化
会
館

有
無
（
非
公
募
）

外
郭
団
体

無

豊
中
市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

有
有

×
有
（
構
成
団
体
の
減
）

豊
中
市
立
ロ
ー
ズ
文
化
ホ
ー
ル

有
有

×
有
（
構
成
団
体
の
減
）

高
槻
市

高
槻
市
立
文
化
会
館

有
無
（
非
公
募
）

外
郭
団
体

無

枚
方
市

枚
方
市
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

有
有

×
R
3
よ
り
管
理
開
始

茨
木
市
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

有
無
（
非
公
募
）

外
郭
団
体

無

茨
木
市
福
祉
文
化
会
館

有
無
（
非
公
募
）

外
郭
団
体

無

八
尾
市

八
尾
市
文
化
会
館

有
有

外
郭
団
体

無

寝
屋
川
市
立
市
民
会
館

有
有

×
有

寝
屋
川
市
立
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

有
有

×
有

東
大
阪
市

東
大
阪
市
文
化
創
造
館

有
有

×
無

尼
崎
市

尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

無
無

外
郭
団
体

無

西
宮
市

西
宮
市
民
会
館

有
無
（
非
公
募
）

外
郭
団
体

無

豊
中
市

茨
木
市

寝
屋
川
市

近
隣
都
市
に
お
け
る
文
化
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況
一
覧

（
大
阪
府
内
人
口
20
万
人
以
上
の
市
（
政
令
指
定
市
を
除
く
）
、
尼
崎
市
・
西
宮
市
）

(
1
)
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議
案
第
93
号
参
考
資
料

都
市
魅
力
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

吹
田
市
文
化
会
館
の
指
定
管
理
状
況
（
公
募
の
有
無
、
元
市
職
員
の
役
員
等
へ
の
就
任
・
再
就
職
の
状
況
）

平
成
18
年
度

平
成
1
9年

度
平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

（
20
06
年
度
）

（
20
07
年
度
）

（
20
08
年
度
）

（
20
09
年
度
）

（
20
10
年
度
）

（
20
11
年
度
）

（
20
12
年
度
）

（
20
13
年
度
）

非
公
募

非
公
募

非
公
募

役
員
等

理
事
長

助
役

助
役

助
役

報
酬
有
の
み

副
理
事
長

水
道
事
業
管
理
者

教
育
長

教
育
長

教
育
長

専
務
理
事

社
会
教
育
部
長

社
会
教
育
部
長

※
1
社
会
教
育
部
長

理
事

※
2
社
会
教
育
部
長

※
2
社
会
教
育
部
長

社
会
教
育
部
長

社
会
教
育
部
長

監
事

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

評
議
員

評
議
員

報
酬
有
の
み

職
員
等

事
務
局
長

※
１
社
会
教
育
部
長

常
勤
の
み

参
与

※
2
社
会
教
育
部
長

※
2
社
会
教
育
部
長

平
成
26
年
度

平
成
2
7年

度
平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
2年

度
令
和
3年

度
（
20
14
年
度
）

（
20
15
年
度
）

(2
01
6年

度
)

(2
01
7年

度
)

(2
01
8年

度
)

(2
01
9年

度
)

(2
02
0年

度
)

(2
02
1年

度
)

非
公
募

役
員
等

理
事
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

報
酬
有
の
み

副
理
事
長

教
育
長

副
市
長

副
市
長

副
市
長

副
市
長

副
市
長

副
市
長

副
理
事
長

副
市
長

理
事

社
会
教
育
部
長

※
３
社
会
教
育
部
長

監
事

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

※
３
会
計
管
理
者

評
議
員

評
議
員

報
酬
有
の
み

職
員
等

事
務
局
長

常
勤
の
み

参
与

報
酬
の
発
生
す
る
も
の
の
み
と
し
、
退
職
時
の
役
職
を
記
載
。

　
※
１
　
平
成
21
年
度
に
つ
い
て
は
年
度
途
中
に
事
務
局
長
が
退
職
し
た
た
め
、
当
時
の
専
務
理
事
が
兼
務

　
※
２
　
平
成
22
年
度
お
よ
び
平
成
23
年
度
は
理
事
が
参
与
を
兼
務

　
※
３
　
平
成
27
年
度
の
理
事
及
び
平
成
29
年
度
の
監
事
は
年
度
途
中
で
辞
任

指
定
管
理
の
公
募
の
有
無

指
定
管
理
の
公
募
の
有
無

(1
)
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環
境
部
環
境
政
策
室

施
設
名
称

指
定
管
理
者
制
度
の

実
施
状
況

公
募
の
有
無

外
郭
団
体
に
よ
る

指
定
管
理
の
有
無

指
定
管
理
者
の

変
更
状
況

豊
中
市

豊
中
市
立
環
境
交
流
セ
ン
タ
ー

「
e
M
IR
A
IE
環
境
交
流
セ
ン
タ
ー
」

有
有

無
無

八
尾
市

八
尾
市
立
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
学
習
プ
ラ
ザ

「
め
ぐ
る
」

有
有

無
無

猪
名
川
上
流
広
域

ご
み
処
理
施
設
組
合

国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
啓
発
施
設

「
ゆ
め
ほ
た
る
」

有
有

無
無

近
隣
他
市
の
類
似
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
の
現
状

議
案
第
9
5
号
参
考
資
料

（
1
）
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環
境
部
環
境
政
策
室

１
　
指
定
管
理
者
の
公
募
実
績
の
有
無

　
　
　
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
の
公
募
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
　
元
市
職
員
の
再
就
職
及
び
役
員
等
へ
の
就
任
状
況

　
　
　
　
　
　
年
度

役
職
等

平
成
1
8
年
度

（
2
0
0
6
年
度
）

平
成
1
9
年
度

（
2
0
0
7
年
度
）

平
成
2
0
年
度

（
2
0
0
8
年
度
）

平
成
2
1
年
度

（
2
0
0
9
年
度
）

平
成
2
2
年
度

（
2
0
1
0
年
度
）

平
成
2
3
年
度

（
2
0
1
1
年
度
）

平
成
2
4
年
度

（
2
0
1
2
年
度
）

平
成
2
5
年
度

（
2
0
1
3
年
度
）

理
事
長

公
平
委
員
会
事
務
局
長

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

副
理
事
長

環
境
政
策
推
進
監

専
務
理
事

吹
田
市
理
事

（
事
務
局
長
兼
任
）

教
育
次
長

（
事
務
局
長
兼
任
）

教
育
次
長

（
事
務
局
長
兼
任
）

教
育
次
長

（
事
務
局
長
兼
任
）

政
策
企
画
総
括
監

（
事
務
局
長
兼
任
）

政
策
企
画
総
括
監

（
事
務
局
長
兼
任
）

政
策
企
画
総
括
監

（
事
務
局
長
兼
任
）

理
事

学
校
教
育
部
長

（
研
究
所
長
兼
任
）

学
校
教
育
部
長

監
事

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

評
議
員

福
祉
保
健
部
長

環
境
部
総
括
参
事

（
参
事
）

環
境
部
総
括
参
事

（
参
事
）

体
育
振
興
部
総
括
参
事

（
参
事
）

体
育
振
興
部
総
括
参
事

（
参
事
）

体
育
振
興
部
総
括
参
事

（
参
事
）

体
育
振
興
部
総
括
参
事

（
参
事
）

福
祉
保
健
部
総
括
参
事

（
主
査
）

福
祉
保
健
部
総
括
参
事

（
主
査
）

財
務
部
総
括
参
事

（
参
事
）

財
務
部
総
括
参
事

（
参
事
）

財
務
部
総
括
参
事

（
参
事
）

市
民
生
活
部
長

（
参
事
）

市
民
生
活
部
長

（
参
事
）

市
民
生
活
部
長

（
参
事
）

環
境
部
総
括
参
事

（
係
員
）

理
事

（
参
事
）

税
務
室
参
事

（
参
事
）

税
務
室
参
事

（
参
事
）

税
務
室
参
事

（
参
事
）

建
築
住
宅
室
参
事

（
係
員
）

・
　
平
成
1
8
年
度
（
2
0
0
6
年
度
）
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
　




・
　
報
酬
が
発
生
す
る
も
の
の
み
を
対
象
と
し
、
退
職
時
の
役
職
等
を
記
載

議
案
第
9
5
号
参
考
資
料

嘱
託
職
員

公
益
財
団
法
人
千
里
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
状
況

（
2
）
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環
境
部
環
境
政
策
室

　
　
　
　
　
　
年
度

役
職
等

平
成
2
6
年
度

（
2
0
1
4
年
度
）

平
成
2
7
年
度

（
2
0
1
5
年
度
）

平
成
2
8
年
度

（
2
0
1
6
年
度
）

平
成
2
9
年
度

（
2
0
1
7
年
度
）

平
成
3
0
年
度

（
2
0
1
8
年
度
）

令
和
元
年
度

（
2
0
1
9
年
度
）

令
和
2
年
度

（
2
0
2
0
年
度
）

令
和
3
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）

理
事
長

病
院
事
業
管
理
者

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

行
政
経
営
部
長

副
理
事
長

行
政
経
営
部
長

行
政
経
営
部
長

行
政
経
営
部
長

行
政
経
営
部
長

行
政
経
営
部
長

行
政
経
営
部
長

理
事

専
務
理
事

政
策
企
画
総
括
監

（
事
務
局
長
兼
任
）

政
策
企
画
総
括
監

（
事
務
局
長
兼
任
）

政
策
企
画
総
括
監

地
域
環
境
室
長

（
事
務
局
長
兼
任
）

地
域
環
境
室
長

（
事
務
局
長
兼
任
）

地
域
環
境
室
長

（
事
務
局
長
兼
任
）

地
域
環
境
室
長

（
事
務
局
長
兼
任
）

環
境
部
次
長

（
事
務
局
長
兼
任
）

理
事

監
事

常
勤
監
査
委
員

常
勤
監
査
委
員

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

代
表
監
査
委
員

代
表
監
査
委
員

評
議
員

地
域
環
境
室
長

（
事
務
局
長
）

市
民
生
活
部
長

（
次
長
）

税
務
室
参
事

（
参
事
）

税
務
室
参
事

（
参
事
）

建
築
住
宅
室
参
事

（
係
員
）

建
築
住
宅
室
参
事

（
主
査
）

・
　
平
成
1
8
年
度
（
2
0
0
6
年
度
）
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
　




・
　
報
酬
が
発
生
す
る
も
の
の
み
を
対
象
と
し
、
退
職
時
の
役
職
等
を
記
載

（
3
）

嘱
託
職
員

議
案
第
9
5
号
参
考
資
料

公
益
財
団
法
人
千
里
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
状
況
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議
案
第
9
5
号
参
考
資
料

環
境
部
環
境
政
策
室

１
　
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
内
容

事
業
名

項
目

概
要

市
民
工
房
の
運
営

市
民
工
房
に
お
け
る
再

生
・
修
理
・
リ
フ
ォ
ー
ム

の
体
験

市
民
工
房
１
（
布
）
、
市
民
工
房
２
（
紙
す
き
）
、
市
民
工
房
３
（
ガ
ラ
ス
）
、
市
民
工
房
４
（
自
転
車
）
、

市
民
工
房
５
（
陶
芸
）
、
市
民
工
房
６
（
木
工
）
の
運
営

市
民
の
不
用
品
の
交
換
、

物
流
を
促
進
す
る
事
業

あ
げ
ま
す
・
も
ら
い
ま
す

コ
ー
ナ
ー
の
設
置

不
要
な
衣
類
や
食
器
等
を
持
ち
込
み
、
必
要
な
人
が
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
、
常
設
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

再
生
成
果
品
の
展
示
・
販

売

市
民
工
房
に
お
け
る
再
生
成
果
品
（
衣
類
の
リ
フ
ォ
ー
ム
品
、
紙
す
き
製
品
、
木
工
小
物
、
自
転
車
、
家
具

等
）
の
展
示
・
販
売

セ
カ
ン
ド
品
の
販
売

市
民
か
ら
提
供
を
受
け
た
未
使
用
の
衣
類
、
食
器
等
の
販
売

ら
っ
く
d
e
フ
リ
マ
の
実
施

ラ
ッ
ク
を
月
極
で
借
り
、
低
額
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
実
施

か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
の
実

施

小
学
生
や
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
運
営
に
よ
る
不
要
と
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
等
の
交
換

展
示
等
に
関
す
る
事
業

施
設
内
で
の
展
示
事
業

施
設
内
で
の
S
D
G
s
や
地
球
温
暖
化
等
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
と
連
携
し
た
特
別
展
の

開
催

市
民
等
へ
の
出
前
講
座
や
、
小
学
校
の
授
業
に
出
向
い
て
行
う
環
境
学
習
支
援
の
実
施

年
に
１
回
、
小
中
学
校
等
で
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
環
境
学
習
発
表
会
及
び
環
境
学

習
展
示
発
表
会
の
実
施

S
N
S
等
に
よ
る
情
報
発
信

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
T
w
it
te
r、

F
a
c
e
b
o
o
k
で
の
情
報
発
信

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
現
在
実
施
し
て
い
る
主
な
事
業
内
容
及
び
新
規
の
事
業
内
容

市
民
研
究
員
に
よ
る
調

査
・
研
究
及
び
実
践
活
動

市
民
・
事
業
者
向
け
啓
発

事
業

（
4
）
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議
案
第
9
5
号
参
考
資
料

環
境
部
環
境
政
策
室

１
　
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
内
容

事
業
名

項
目

概
要

施
設
見
学
の
対
応

小
～
大
学
生
、
市
民
団
体
、
行
政
、
民
間
企
業
、
海
外
の
視
察
・
見
学
者
の
対
応

施
設
案
内
動
画
の
作
成

見
学
ツ
ア
ー
の
開
催

環
境
へ
の
取
組
を
学
ぶ
た
め
、
年
に
１
回
、
工
場
や
博
物
館
等
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
の
開
催

環
境
啓
発
動
画
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施

年
に
１
回
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
食
品
ロ
ス
、
海
洋
汚
染
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
動
画
を
募
集
し
、
H
P
上
で
の

人
気
投
票
及
び
専
門
家
等
に
よ
る
審
査
の
う
え
、
優
秀
作
品
を
表
彰
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

実
践
教
室
の
開
催

布
の
リ
メ
イ
ク
、
ガ
ラ
ス
工
芸
、
陶
芸
、
木
工
、
お
も
ち
ゃ
作
り
等
を
通
し
、
資
源
の
再
使
用
等
の
体
験

啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

年
に
1
0
回
程
度
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
木
育
、
原
始
力
発
電
、
大
学
生
や
企
業
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

家
具
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
乗
車
等
が
体
験
で
き
る
フ
ェ
ス
タ
の
実
施

リ
メ
イ
ク
作
品
を
募
集
し
て
展
示
し
、
H
P
や
展
示
場
所
に
て
投
票
を
行
い
、
優
秀
作
品
を
表
彰
す
る
く
る
く

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
開
催

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
す
る
お
も
ち
ゃ
病
院
の
実
施

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
出

年
に
１
回
、
ら
ら
ぽ
ー
と
エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
に
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
を
啓
発
す
る
く
る
く
る
ア
ー
ス
フ
ェ

ス
タ
の
実
施

年
に
１
回
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
、
市
民
研
究
員
、
プ
ラ
ザ
が
協
働
し
、
万
博
記
念
公
園
及
び
そ
の
周
辺
を

歩
い
て
ご
み
を
回
収
す
る
万
博
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ォ
ー
ク
の
実
施

吹
田
市
が
主
催
等
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
食
品
ロ
ス
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
す
い
た

環
境
教
育
フ
ェ
ス
タ
等
）
へ
の
参
画

講
演
会
、
講
座
等
の
開
催

環
境
問
題
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
演
会
の
開
催

体
験
や
見
学
等
を
通
し
て
学
び
を
深
め
る
連
続
講
座
の
開
催

一
般
対
象
：
く
る
く
る
環
境
ス
ク
ー
ル
　
　
小
学
校
1
～
３
年
生
対
象
：
く
る
く
る
キ
ッ
ズ
環
境
ス
ク
ー
ル

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
現
在
実
施
し
て
い
る
主
な
事
業
内
容
及
び
新
規
の
事
業
内
容

市
民
・
事
業
者
向
け
啓
発

事
業

（
5
）
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議
案
第
9
5
号
参
考
資
料

環
境
部
環
境
政
策
室

２
　
新
規
の
事
業
内
容

項
目

あ
げ
ま
す
・
も
ら
い
ま
す

コ
ー
ナ
ー
の
拡
充

Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
施

設
案
内

出
張
展
示
会
の
拡
充

S
N
S
等
に
よ
る
情
報
発
信

ツ
ー
ル
の
拡
充

く
る
く
る
環
境
ス
ク
ー
ル

の
内
容
拡
充

（
仮
称
）
エ
コ
く
る
カ
ー

ド
制
度
の
導
入

（
6
）

リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
を
目
的
と
し
た
、
環
境
学
習
や
体
験
の
成
果
の
ポ
イ
ン
ト
化
の
導
入

概
要

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
情
報
誌
や
報
告
書
等
の
公
開

工
房
指
導
員
の
研
修
強
化
や
啓
発
用
動
画
の
作
成

市
民
研
究
所
の
体
制
強
化

大
学
や
企
業
等
と
連
携
し
た
共
同
研
究
の
実
施

市
民
工
房
の
運
営
体
制
強

化

市
役
所
や
公
共
施
設
で
の
環
境
啓
発
に
関
す
る
出
張
展
示
会
の
実
施

講
演
、
講
座
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

若
者
へ
の
影
響
力
の
高
い
In
s
ta
g
ra
m
、
Y
o
u
T
u
b
e
等
で
の
情
報
発
信

環
境
問
題
等
の
学
び
か
ら
具
体
的
な
行
動
へ
と
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
く
る
く
る
環
境
ス
ク
ー
ル
の
中
級
コ
ー
ス
の
設
置

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
工
房
の
日
常
風
景
を
配
信

市
民
同
士
に
留
ま
ら
ず
、
福
祉
施
設
や
海
外
難
民
支
援
へ
も
対
象
を
拡
充

案
内
者
が
い
な
く
て
も
来
館
者
が
見
学
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
現
在
実
施
し
て
い
る
主
な
事
業
内
容
及
び
新
規
の
事
業
内
容
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議
案

第
 ９

６
 号

参
考

資
料

　

都
市

計
画

部
住

宅
政

策
室

　

市
営

住
宅

管
理

に
係

る
費

用
及

び
人

員
体

制

現
在

の
実

施
状

況
（

市
が

管
理

）
（

単
位

：千
円

）
令

和
４

年
度

(2
0

2
2

年
度

)以
降

（
指

定
管

理
者

に
よ

る
管

理
）

（
単

位
：
千

円
）

令
和

２
年

度
(2

0
2

0
年

度
）

決
算

額
備

考
費

目
等

令
和

４
年

度
(2

0
2

2
年

度
）

提
案

額

1
1

6
,2

6
8

1
2

.5
人

（
総

括
事

務
：1

.5
人

、

 入
居

者
等

管
理

：６
人

、修
繕

：5
人

）

※
大

規
模

改
修

や
建

替
事

業
も

含
む

人
件

費
　
　
　
　
　
　
　
　
①

3
6

,3
7

7

6
5

,4
7

7
事

務
費

　
　
　
　
　
　
　
　
②

7
4

,2
2

3

消
耗

品
費

5
7

1

印
刷

製
本

費
8

2
3

入
居

募
集

申
込

書

光
熱

水
費

7
,4

6
2

共
用

部
の

電
気

・ガ
ス

・水
道

代
等

修
繕

料
5

6
,6

2
1

日
常

修
繕

お
よ

び
空

家
修

繕
修

繕
料

5
3

,9
0

1

2
7

,9
7

6
委

託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
③

3
6

,8
9

1

施
設

管
理

委
託

料
2

7
,3

7
4

共
用

部
清

掃
、除

草
剪

定
等

電
算

関
係

委
託

料
4

3
7

シ
ス

テ
ム

保
守

そ
の

他
委

託
料

1
6

5
残

置
物

処
分

、P
C

B
廃

棄
等

そ
の

他
経

費
　
　
　
　
　
④

4
,9

3
2

2
0

9
,7

2
1

計
（

①
＋

②
＋

③
+

④
）
+

消
費

税
1

6
7

,6
6

5

費
目

等

人
件

費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

需
用

費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

委
託

料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

計
　

（
①

＋
②

＋
③

）

2
0

,3
2

2
事

務
経

費

  
  
こ

れ
ま

で
一

部
の

住
宅

の
み

で
実

施
し

て

  
  
い

た
共

用
部

の
維

持
管

理
費

用
を

全
て

　
　
 の

住
宅

に
拡

大

  
  
本

社
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
費

用
等

備
考

  
  

９
人

  
  

（
セ

ン
タ

ー
長

：
１

人
、
事

務
管

理
：
2

人
、

  
  
  
入

居
管

理
：
1

人
、
保

全
：
2

人
、

  
  
  
庶

務
：
1

人
、
巡

回
管

理
人

：
2

人
）

  
  
電

話
等

の
通

信
に

係
る

費
用

や
郵

送
料

、

  
  
施

設
賠

償
責

任
保

険
等

の
費

用
は

指
定

  
  
管

理
者

の
負

担
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議
案

第
 ９

６
 号

参
考

資
料

都
市

計
画

部
住

宅
政

策
室

N
o

業
務

名
業

務
内

容
指

定
管

理
者

制
度

導
入

後
の

市
の

役
割

1
入

居
者

募
集

業
務

新
規

入
居

者
の

募
集

に
関

す
る

H
P

作
成

、
募

集
用

紙
等

の

作
成

募
集

住
戸

の
決

定

2
入

居
手

続
き

業
務

入
居

に
必

要
な

書
類

等
の

チ
ェ

ッ
ク

入
居

者
の

決
定

3
入

居
者

等
の

退
去

業
務

退
去

時
に

必
要

な
書

類
の

整
備

お
よ

び
退

去
検

査
退

去
承

認

4
収

納
業

務
家

賃
等

の
納

付
状

況
の

確
認

住
宅

使
用

料
等

の
調

定

5
滞

納
整

理
支

援
業

務
納

付
に

関
す

る
電

話
等

の
実

施
滞

納
整

理
業

務
は

基
本

的
に

市
が

実
施

し
ま

す

6
収

入
超

過
者

及
び

高
額

所
得

者
の

対
応

業
務

収
入

超
過

者
等

へ
の

通
知

文
書

等
の

発
送

収
入

超
過

者
等

の
認

定
、
高

額
所

得
者

へ
の

明
渡

請
求

7
入

居
者

か
ら

の
各

種
申

込
み

・
届

出
に

関
す

る
業

務
減

免
等

の
各

種
申

請
へ

の
対

応
決

定
及

び
承

認

8
入

居
者

の
維

持
保

管
義

務
違

反
に

関
す

る
業

務
入

居
者

へ
の

指
導

等
の

実
施

明
渡

請
求

9
家

賃
関

係
業

務
収

入
申

告
書

の
発

送
、
回

収
お

よ
び

家
賃

額
の

通
知

等
住

宅
使

用
料

等
の

決
定

1
0

駐
車

場
管

理
業

務
各

住
宅

の
駐

車
場

の
管

理
使

用
許

可

1
1

共
用

部
分

に
か

か
る

管
理

業
務

廊
下

等
の

共
用

部
分

の
清

掃
や

敷
地

内
の

除
草

剪
定

等

1
2

市
営

住
宅

等
の

巡
回

業
務

各
住

宅
の

定
期

的
な

巡
回

の
実

施

1
3

市
営

住
宅

等
の

維
持

修
繕

業
務

※
日

常
的

な
不

具
合

の
修

繕
や

空
き

家
修

繕
の

実
施

1
4

市
営

住
宅

等
の

保
守

点
検

等
業

務
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
等

の
各

種
保

守
や

法
定

点
検

等
の

実
施

※
長

寿
命

化
等

を
目

的
と

し
た

大
規

模
改

修
に

つ
い

て
は

市
が

引
き

続
き

実
施

し
ま

す

市
営

住
宅

管
理

業
務

と
し

て
指

定
管

理
者

に
委

託
す

る
業

務
一

覧

定
期

報
告

等
の

確
認
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議案第９９号参考資料 

健康医療部健康まちづくり室 

 

地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（1） ※下線部は変更箇所 

第 2期中期目標 第 3期中期目標（案） 変更理由 

前文 

 地方独立行政法人市立吹田市民

病院（以下「法人」という。）は、

本市の市立病院として担うべき救

急医療、小児医療・周産期医療、災

害医療及び高度医療などの政策医

療を中心に、地域に必要な医療を継

続して提供する重要な役割を担っ

てきた。平成２６年（2014年）４月

１日の法人設立以降には、地方独立

行政法人制度の特長を活かした自

主性・自立性の高い、効果的・効率

的な業務運営の下、地域の中核病院

として、より良質な医療の提供に努

めてきた。 

 法人は、平成３０年（2018年）に

北大阪健康医療都市（以下「健都」

という。）への移転を予定しており、

移転後は、同じく平成３１年（2019

年）に健都への移転を予定している

国立循環器病研究センターとの機

能分担・連携を推進し、医療の効率

化や更なる機能の向上を図ってい

く必要がある。 

 また、本市では、2025年に団塊の

世代がすべて７５歳以上となる等、

今後、医療ニーズが高い市民が大幅

に増加することから、それらの医療

需要の増加への適切な対応も重要

である。 

 これに関し、大阪府では、高度急

性期から在宅医療まで切れ目のな

い効果的・効率的な医療提供体制の

前文 

 地方独立行政法人市立吹田市民

病院（以下「法人」という。）は、

自主・自立的かつ効率的な運営を行

いながら、救急医療、小児医療・周

産期医療、災害医療及び高度医療な

どの政策医療をはじめとして、地域

に必要な医療を継続して提供する

重要な役割を担ってきた。 

 第２期中期目標期間の平成３０

年（2018年）１２月に本市片山町か

ら北大阪健康医療都市（以下「健都」

という。）に移転した法人は、翌年

７月に同じく健都に移転した国立

循環器病研究センターとの機能分

担・連携を推進しながら、病院機能

の更なる向上に努めてきた。 

 団塊の世代が全て７５歳以上と

なる令和７年（2025 年)が目前に迫

る中、増加・多様化する医療ニーズ

に応じた切れ目のない医療提供体

制の構築を目指す大阪府地域医療

構想の趣旨に沿うとともに、団塊の

世代が８５歳以上となる令和１７

年（2035年）も見据え、地域の中核

病院として、本市や豊能医療圏にお

ける将来的な医療需要の変化に応

えていく必要がある。 

 そうした中で、高齢者が可能な限

り住み慣れた地域で自立した日常

生活を営むことができるよう、地域

における在宅医療（介護との連携含

む。）の重要性は一層高まっており、

※前文については、現状

に合わせた総論のため、

変更の下線を省略。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第３期中期目標の期間

中に 2025 年が到来する

ことから、さらにその先

を見据えた内容を追加。 

 

 

 

 

 

 

 

・公立病院として、在宅

医療等への対応は、今後

一層重要となるため、内

容を具体化。 

 

 49 



地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（2） ※下線部は変更箇所 

構築に向けて、大阪府地域医療構想

（平成２８年（2016年）３月）が策

定されており、また、総務省が策定

した新公立病院改革ガイドライン

（平成２７年（2015年）３月）では、

「地域医療構想を踏まえた役割の

明確化」と題して、公立病院改革の

考え方が示されている。 

 これらを踏まえ、法人は、市立病

院として、大阪府地域医療構想や新

公立病院改革ガイドラインの趣旨

を十分理解したうえで配意し、必要

に応じて、本市や豊能医療圏におけ

る将来的な医療需要に対応してい

く必要がある。 

 さらに、本市では、団塊の世代が

すべて７５歳以上となる 2025 年に

向けて、高齢者が可能な限り住み慣

れた地域で自立した日常生活を営

むことができるよう在宅医療の環

境を整えることも、喫緊の課題とな

っている。 

 このような中、法人にあっては、

地域における在宅医療（介護との連

携を含む。）の更なる充実に向け、

近隣病院や地域の診療所を支援し、

連携を更に推進すべきである。 

 一方 、本市の市立病院として、

こうした健都での更なる医療の質

の向上、大阪府地域医療構想等を踏

まえた将来的な医療需要への対応、

在宅医療の更なる充実に向けた支

援等に努めるためには、安定した経

営基盤の確立は不可欠であり、その

ためには、不断の努力をもって経営

改善に取り組まなければならない。 

近隣病院や地域の診療所の支援、連

携を更に推進していかなければな

らない。 

 また、新型コロナウイルス感染症

をはじめとした感染症の発生時や、

近年頻発している災害の発生時に

おいても、関係機関と連携しながら

医療の提供を維持するなど、災害医

療協力病院としての役割を担うこ

とが求められている。 

 法人が医療環境への変化に対応

しながら、これらの取組を確実に実

施し、今後、生産年齢人口の減少が

加速していく中でも、地域の中核病

院としての役割を果たすためには、

安定的・効率的な病院運営が必要不

可欠である。そのためには、地方独

立行政法人の特性を生かしながら、

経営基盤の確立に向けた更なる経

営改善に、不断の努力をもって取り

組まなければならない。 

 以上の考えに基づき、引き続き、

「市民とともに心ある医療を」の基

本理念の下、達成すべき業務運営の

基本方針として、第３期中期目標を

定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新型コロナウイルス感

染症や大阪北部地震での

経験を踏まえ、前文にお

いても役割を明文化。 
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（3） ※下線部は変更箇所 

 以上の考えに基づき、引き続き、

「市民とともに心ある医療を」の基

本理念の下、達成すべき業務運営の

基本方針として、第２期中期目標を

定める。 

 

第１ 中期目標の期間 

 平成３０年（2018年）４月１日か

ら平成３４年（2022年）３月３１日

までの４年間とする。 

 

第２ 市民に対して提供するサー

ビスその他の業務の質の向上に

関する事項 

 

１ 大阪府地域医療構想を踏まえ

て果たすべき役割 

 高齢化の進展などの多様な医

療需要に対応し、患者の状態像に

応じて必要な医療が提供できる

よう、公・民の適切な役割の下、

病院間の機能分担・連携を推進す

ること。 

 これにあたっては、大阪府地域

医療構想に係る豊能病床機能懇

話会などでの協議の内容を踏ま

えて、将来の豊能医療圏の医療需

要に対して不足が見込まれてい

る医療機能のニーズへの対応を

検討すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１ 中期目標期間 

 令和４年（2022年）４月１日から

令和８年（2026年）３月３１日まで

の４年間とする。 

 

第２ 市民に対して提供するサー

ビスその他の業務の質の向上に

関する事項 

 

１ 大阪府地域医療構想を踏まえ

て果たすべき役割 

 高齢化の進展等に伴う疾病構

造の多様化に対応し、患者の状態

像に応じて適切な医療が提供で

きるよう、様々な医療機関との機

能分担・連携を推進すること。 

 大阪府地域医療構想に係る豊

能医療・病床懇話会などでの協議

の内容や、他の医療機関の病床転

換の状況等を踏まえつつ、将来の

医療需要に対して不足が見込ま

れている医療機能のニーズへの

対応を検討すること。 

 これにあたっては、数多くの病

院が近接するとともに、今後も人

口が増加するという本市及び豊

能医療圏の特殊性も踏まえなが

ら、病院機能の在り方などについ

て検討すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・期間の変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大阪府地域医療構想に

おける取組の進捗も踏ま

え、文言を整理。 

 

 

 

・本年２月に国の会議で

確認された、人口 100 万

人以上の大規模構想区域

の特殊性を踏まえ、追加。 
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（4） ※下線部は変更箇所 

２ 市立病院として担うべき医療 

（１）総論 

 市立病院として、地域で必要と

される医療を切れ目なく提供で

きるよう、地域の医療機関との機

能分担・連携を推進すること。 

 

 

 

 

 

（２）救急医療 

ア 大阪府が認定する二次救急

医療機関として、地域の医療機

関との機能分担・連携の下、２

４時間３６５日の受入れが行

えるよう、円滑な救急応需体制

を確保すること。 

イ 初期救急医療については、地

域の医療環境を踏まえた機能

分担・連携を推進すること。ま

た、市民への啓発等によりかか

りつけ医定着の促進を図るこ

と。 

 

（３）小児医療・周産期医療 

ア （略） 

イ 大阪府周産期緊急医療体制

の参加病院として、二次救急搬

送の受入体制を確保するとと

もに、高度機能が必要なハイリ

スク分娩等は、地域の周産期母

子医療センターと連携を図る

こと。 

 

 

２ 市立病院として担うべき医療 

（１）総論 

 地域医療の中核であるべき市

立病院として、地域で不足する医

療を補い、必要とされる医療を切

れ目なく提供できるよう、地域の

医療機関との機能分担・連携を推

進すること。また、地域包括ケア

システムの充実に向け、地域の関

係機関との連携を強化すること。 

 

（２）救急医療 

ア 二次救急医療機関として、地

域の医療機関との機能分担・連

携の下、２４時間３６５日、円

滑な受入れが行えるよう、救急

応需体制の維持・確保を図るこ

と。 

イ 初期救急医療については、か

かりつけ医定着を促進するなど

地域の医療環境を踏まえた機能

分担・連携を推進すること。 

 

 

 

（３）小児医療・周産期医療 

ア （略） 

イ 産科医等の人材確保に努め、

より安全な周産期医療を提供す

ること。また、大阪府周産期緊

急医療体制の参加病院として、

二次救急医療機関としての役割

を果たすこと。 

 

 

 

 

 

・市立病院のあるべき姿

を総論として明文化し、

文言を整理。 

 

 

・地域包括ケアシステム

に寄与する役割を総論に

おいても明文化。 

 

 

・文言を整理。 

 

 

 

 

 

・かかりつけ医の啓発に

ついては、４－(１)で触

れるため削除。 

 

 

 

 

 

 

・移転に伴う患者の増加

がある中でも、より安全

に対応できるよう、産科

医の確保等を継続的に取

り組む必要があるため追

加。 

・ハイリスク分娩に係る

周産期母子医療センター

との連携は定着してきた
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（5） ※下線部は変更箇所 

 

（４）災害医療 

ア （略） 

イ 災害時においては、地域の医

療機関と連携し、適切な医療を

提供するとともに新たな感染

症の発生等、健康危機事象が発

生したときは、市の担当部署等

と連携し、市域の医療機関の中

心的役割を果たすこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）がん医療 

ア 大阪府がん診療拠点病院と

して、集学的治療や地域連携パ

スを推進すること。 

 

 

 

 

イ （略） 

 

（６）リハビリテーション医療 

 新病院における回復期リハビ

 

（４）災害医療 

ア （略） 

イ 災害時においては、地域の医

療機関と連携し、適切な医療を

提供するとともに市と連携し、

市の災害医療センターとして、

市域の医療機関の中心的役割を

果たすこと。 

 

 

（５）感染症医療 

 新興感染症等の感染拡大に備

え、平時から関係機関との連携体

制の確保等を図るとともに、職員

や地域に対して予防講座を行う

など啓発活動を行うこと。また、

新興感染症等の発生時には、市の

求めに応じつつ、関係機関と連

携・協力し、一般の医療提供体制

への影響を最小限にしながら、感

染症医療における中心的な役割

を果たすこと。 

 

（６）がん医療 

ア 大阪府がん診療拠点病院と

して、集学的治療や地域連携パ

スを推進するとともに、相談支

援を充実し、積極的な情報提供

に努めること。 

 

 

イ （略） 

 

（７）リハビリテーション医療 

急性期から回復期までの患者

ため、記載を簡素化。 

 

 

・感染症医療について新

たに項目を追加するた

め、本項目から削除。 

・災害医療での市民病院

の位置づけを明文化。 

 

 

 

・今般の新型コロナウイ

ルス感染症への対応を踏

まえ、新興感染症等の感

染拡大に備えた平時から

の取組や、発生時の対応

について、公立病院とし

て取り組むべきものを明

文化するため、項目を新

たに追加。 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでも取り組んで

きた相談支援に加え、今

後更なる取組の推進を期

待するため、追加。 
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（6） ※下線部は変更箇所 

リテーション病棟の設置により、

急性期から回復期までの患者の

状態像に応じたリハビリテーシ

ョンを手厚く行い、在宅復帰を支

援すること。 

 

 

 

 

 

 

３ 安心安全で患者満足度の高い

医療の提供 

（１）安心安全な医療の提供 

ア （略） 

イ 医療事故の予防及び再発防

止に取り組むなど、医療安全対

策を徹底し、院内感染防止の取

組を実施すること。 

 

 

（２）チーム医療の充実 

 （略） 

 

（３）コンプライアンスの徹底 

ア （略） 

イ 全ての職員が個人情報を保

護することの重要性を認識し、

その管理を徹底すること。 

 

 

 

（４）患者サービスの向上 

ア 患者が利用しやすい病院を

目指すため、職員の接遇向上、

院内の快適性（院内清掃等）向

の状態像に応じたリハビリテーシ

ョンを手厚く行い、早期の在宅復

帰を支援すること。 

 

 

 

（８）難病に関する医療 

難病指定医療機関として、難病

患者に対する医療を行い、患者・

家族を支援すること。 

 

３ 安心安全で患者満足度の高い

医療の提供 

（１）安心安全な医療の提供 

ア （略） 

イ 医療事故や院内感染の発生

防止に取り組むなど、医療安全

対策を徹底し、定期的に関連す

る研修等を行い、安全管理の意

識向上を図ること。 

 

（２）チーム医療の充実 

 （略） 

 

（３）コンプライアンスの徹底 

ア （略） 

イ 全ての職員が個人情報を保

護することの重要性を認識し、

その管理を徹底すること。ま

た、情報セキュリティ対策を確

実に実施すること。 

 

（４）患者サービスの向上 

ア 患者が利用しやすい病院を

目指すため、職員の接遇向上、

院内の快適性向上及び待ち時

 

 

 

 

 

 

・難病患者の受入れに関

する役割を明文化するた

め、項目を新たに追加。 

 

 

 

 

 

 

・文言を整理するととも

に、取組内容について具

体化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・情報セキュリティ対策

の実施を明文化。 
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（7） ※下線部は変更箇所 

上及び待ち時間の短縮など、患

者の視点に立ったサービスの

向上に取り組むとともに、その

結果を定量的に把握するよう

努めること。 

イ インフォームド・コンセン

ト、セカンド・オピニオンの充

実など患者に寄り添った良質

な医療を提供することにより

市民との信頼関係を築き、患者

に選ばれる病院を目指すこと。 

 ウ （略） 

 

４ 本市の地域包括ケアシステム

の構築に貢献する地域完結型医

療の体制づくり 

（１）地域の医療機関（かかりつけ

医等）との機能分担・連携 

ア 患者の状態像に応じた医療

を効果的・効率的に提供するた

め、地域の医療機関との紹介・

逆紹介を徹底すること。 

 

 

 

イ 日常的な診療や健康管理・健

康相談を受けることができる

かかりつけ医定着に関する啓

発を行うこと。 

 

（２）在宅医療の充実に向けた支援 

ア ケアマネジャー、主治医等に

退院時カンファレンスへの参

加を促すなど、在宅医療に係る

関係機関との円滑な連携によ

る退院支援を行うこと。 

間の短縮など、患者の視点に立

ったサービスの向上に取り組

むとともに、その結果を定量的

に把握するよう努めること。 

 

イ インフォームド・コンセン

ト、セカンド・オピニオンの充

実など患者に寄り添った良質

な医療を提供することにより

市民に信頼され、選ばれる病院

を目指すこと。 

ウ （略） 

 

４ 本市の地域包括ケアシステム

の構築に貢献する地域完結型医

療の体制づくり 

（１）地域の医療機関（かかりつけ

医等）との機能分担・連携 

ア 地域医療支援病院として、患

者の状態像に応じた医療を効果

的・効率的に提供するため、紹

介・逆紹介の徹底や在宅医療の

支援など、地域の医療機関との

機能分担を図りつつ、連携を更

に推進すること。 

イ かかりつけ医の役割や、その

必要性について啓発を行うな

ど、かかりつけ医定着に向けた

取組を継続すること。 

 

（２）在宅医療の充実に向けた支援 

ア 地域医療支援病院として、在

宅医療に係る関係機関との連携

を強化し、入院患者が円滑に在

宅療養に移行できるような退院

支援を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文言を整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後、需要の増加が見

込まれる在宅医療等に対

応できるよう、地域の医

療機関との連携が一層必

要となるため、追加。 

 

 

・啓発内容の具体化。 

 

 

 

 

 

・第２期中期目標期間中

に取得した「地域医療支

援病院」としての役割を

明文化するとともに、文

言を整理。 
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（8） ※下線部は変更箇所 

イ 在宅療養者の病状が急変し

た際には、関係機関等の求めに

応じた一時的な受入れを行う

など、必要な対応を行うこと。 

 

 

 

 

 

ウ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 健都における総合病院として

の役割 

（１）国立循環器病研究センターと

の機能分担・連携 

 隣接する国立循環器病研究セ

ンターとの間において、医療をは

じめとする病院としての機能に

ついて分担・連携を進め、相乗的

な価値向上を図ること。また、こ

の機能分担・連携について市民や

地域の医療関係者などの理解が

進むよう取り組むこと。 

 

イ 在宅療養者の病状が急変し

た際には、関係機関等の求めに

応じて一時的な受入れを行うな

ど、在宅医療の後方支援を積極

的に担うこと。また、在宅療養

後方支援病院の施設基準取得に

向けて検討を進めること。 

 

 

ウ （略） 

 

（３）地域医療への貢献等 

地域の医療従事者を対象に研

修会を開催するなど、地域医療

に携わる医療従事者を支援する

こと。 

 

（４）福祉保健施策への協力・連携 

本市が実施する高齢者や障が

い者（児）などへの福祉保健施

策の実施に協力し、連携するこ

と。 

 

５ 健都における総合病院として

の役割 

（１）国立循環器病研究センターと

の機能分担・連携 

 国立循環器病研究センターと

隣接した立地を生かした機能分

担・連携を進め、相乗的な価値向

上を図るとともに、医療の質の向

上に努めること。また、機能分

担・連携内容について市民や地域

の医療関係者などの理解が進む

よう取り組むこと。 

 健都で進んでいるデータヘル

 

 

 

・施設基準の取得は、在

宅医療を充実させる方法

のひとつであることか

ら、他の医療機関への影

響も含め、検討を進める

旨追加。 

 

 

・第２期中期目標におけ

る第２－６について、そ

の内容が地域包括ケアシ

ステムに関するものであ

るため、本項にまとめた。 

 

・第２期中期目標におけ

る第２－６について、そ

の内容が地域包括ケアシ

ステムに関するものであ

るため、本項にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・医療の質の向上という、

国立循環器病研究センタ

ーとの連携における目的

を明確化。 

 

・健都での新たな取組に
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（9） ※下線部は変更箇所 

 

 

 

 

 

 

（２）他の健都内事業者等との連携 

 

ア 健都２街区高齢者向けウェ

ルネス住宅、健都イノベーショ

ンパーク及び駅前複合施設と

連携し、それぞれが実施する市

民の健康寿命の延伸に寄与す

る取組を支援すること。 

 

 

 

 

イ 健都レールサイド公園（（仮

称）健都ライブラリーを含む。）

で取り組まれる事業への支援

を行うこと。 

 

 

 

 

（３）予防医療に関する取組  

 各種健（検）診の実施及び健康

づくりや介護予防に関する講座

の開催など、市民の健康寿命の延

伸に寄与する取組を行うこと。 

 

６ 地域医療への貢献 

（１）地域の医療従事者への支援 

 地域の医療従事者を対象に研

修会を開催するなど、地域医療に

スの取組（本人同意のもとでの、

地域関係者による、健康情報の健

康増進等への活用をいう。）等に

対して、健都の一員として積極的

に協力すること。 

 

（２）他の健都内事業者等との連携

した予防医療等に関する取組 

ア 健都２街区高齢者向けウェ 

ルネス住宅、健都イノベーショ

ンパーク進出企業及び駅前複

合施設等と連携し、それぞれが

実施する市民の健康寿命の延

伸に寄与する取組を支援する

こと。また、健都レールサイド

公園や健都ライブラリーで取

り組まれる事業への支援を行

うこと。 

イ 各種健（検）診、健康づくり、 

介護予防に関する講座の開催

を行うとともに、健都で構築が

進む産学官民連携プラットフ

ォームにおいて、市民の健康寿

命の延伸に寄与する取組を実

施すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついて、積極的に役割を

果たす必要があるため追

加。 

 

 

 

 

 

・第２期中期目標のア及

びイは、ともに他の健都

内事業者の取組への支援

に関する項目であったた

め、ひとつの項目に集約。 

 

 

 

 

 

 

 

・健診や講座開催だけで

なく、産学官民連携の取

組への参画も必要である

旨明確化。 

 

 

・５‐(２)- イに集約 

 

 

 

 

 

 

・本市の地域包括ケアシ

ステムの構築にかかわる

内容であるため、４‐
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（10） ※下線部は変更箇所 

携わる医療従事者を支援するこ

と。 

 

（２）福祉保健施策への協力・連携 

 本市が実施する高齢者や障が

い者（児）などへの福祉保健施策

の実施に協力し、連携すること。 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化

に関する事項 

１ ＰＤＣＡサイクルによる目標

管理の徹底 

 中期目標・中期計画の達成に向

けて、職員がその達成度を確認で

きるよう、目標の進捗状況や経営

に関する情報を的確に周知し、職

員が一丸となって経営改善に取

り組むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 働きやすい職場環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

（１）医療職の人材の確保・養成 

ア 働きやすい環境の整備を図

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化

に関する事項 

１ 効果的・効率的な業務運営 

 

 地方独立行政法人制度の特徴

を十分に生かして組織マネジメ

ントを強化し、より一層効果的か

つ効率的な業務運営を行うこと。

組織マネジメントにあたっては、

ＰＤＣＡサイクルによる目標管

理の徹底により、法人の目標を全

職員が共有するとともに、職員が

一丸となって、目標達成に向けて

取り組むこと。また、業務効率化

に寄与するデジタル技術の積極

的な導入を検討すること。 

 

 

２ 働きやすい職場環境の整備 

（１）働き方改革の推進 

 医師の時間外労働規制導入へ

の対応を行うなど、職員の健康を

守り一人一人が能力を最大限に

発揮できるよう働き方改革を推

進すること。 

 

（２）人材の確保・養成 

ア 働きやすい環境の整備を図

（３）に移動。 

 

 

・本市の地域包括ケアシ

ステムの構築にかかわる

内容であるため、４‐

（４）に移動。 

 

 

 

 

 

・より良い業務運営を目

指すこと、及び、ＰＤＣ

Ａサイクルの徹底を明文

化。 

 

 

 

 

・働き方改革における、

デジタル技術導入の重要

性に鑑み、その旨明確化。 

 

 

 

 

・令和６年度（2024年度）

から適用される医師の時

間外労働規制への対応等

のため、項目を追加。 
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（11） ※下線部は変更箇所 

ることなどにより医療職の人

材確保に努めること。 

 

 

 

 

 

イ （略） 

 

（２）人事給与制度 

ア・イ （略） 

 

第４ 財務内容の改善に関する事 

項 

１ 経営基盤の確立 

 政策医療をはじめとした市立

病院の役割を将来にわたって継

続的に担えるようにするために

は、安定した経営基盤を確立する

ことが不可欠であることから、市

立病院の機能確保・向上に努めつ

つ、あらゆる経営改善に取り組む

こと。 

 

 

 

 

 

 

２ 収益の確保と費用の節減 

（１）収益の確保 

ア 診療報酬改定及び関係法令

改正等に対して迅速に対応す

るなど収益の確保に努めるこ

と。 

 

ることなどにより医療職の人材

確保に努めること。また、安定

した病院運営にも資するよう、

専門性の高い職員の人材確保・

養成に努めること。 

 

 

イ （略） 

 

（３）人事給与制度 

ア・イ （略） 

 

第４ 財務内容の改善に関する事 

項 

１ 経営基盤の確立 

 政策医療をはじめとした市立

病院の役割を将来にわたって継

続的に担うためには、安定した経

営基盤を確立することが不可欠

である。今後、少子高齢化をはじ

めとして、医療提供体制の変化

や、感染症の流行など、病院経営

を取り巻く環境が変化する中で

も、迅速かつ柔軟な経営判断のも

と、市立病院の機能確保・向上に

努めつつ、外部の有識者の助言等

も取り入れるなど、あらゆる経営

改善に取り組むこと。 

 

２ 収益の確保と費用の節減 

（１）収益の確保 

ア 診療報酬改定及び関係法令

改正等に対して迅速に対応する

とともに、経営分析に基づき数

値目標を適切に設定するなど収

益の確保に努めること。 

 

・医療職だけではなく、

病院運営に係る専門性の

高い人材も、計画的な確

保・養成が必要であるた

め、追加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外部の有識者の助言等

も取り入れながら、様々

な環境の変化に対応し、

安定した経営を目指す旨

追加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＰＤＣＡサイクルの徹

底を図る観点から追加。 
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地方独立行政法人市立吹田市民病院中期目標 第 2 期・第 3期(案)の対照表 

（12） ※下線部は変更箇所 

イ （略） 

 

（２）費用の節減 

 

 

 

 

 

 

ア 人件費・経費などの適正化を

図ること。 

 

 

イ （略） 

 

第５ その他業務運営に関する重

要事項 

１ 情報の提供 

 （略） 

 

２ 環境に配慮した病院運営 

 （略） 

イ （略） 

 

(２）費用の節減 

ア  限られた医療資源を最大限

活用するため、主要な費用につ

いて、収益に見合った具体的な

数値目標を設定するとともに、

その達成を図るための取組を推

進すること。 

イ 人員の適正配置や労働生産

性の向上などにより、人件費・

経費などの適正化を図ること。 

 

ウ （略） 

 

第５ その他業務運営に関する重

要事項 

１ 情報の提供               

 （略） 

 

２ 環境に配慮した病院運営                 

 （略） 

 

 

 

・ＰＤＣＡサイクルの徹

底を図る観点から追加。 

 

 

 

 

・例示の追加。 
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